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平 成 ２ ２ 年 度 決 算 の 概 要 

 

１ 一般会計の状況 

 

(1) 決算規模及び収支の状況 〔第１表〕 

 平成２２年度における一般会計の決算規模は，別表のとおり歳入総額１８１億５６７万５千円（前年度比２億６，２１１万８千円，１．５％の増），歳出総額１７１

億３，８２８万５千円（前年度比△３，０９３万４千円，０．２％の減）となっており，歳入歳出差引額は９億６，７３９万円で，翌年度へ繰り越した耐震井戸施設維

持管理事業，保育園施設整備事業，衛生センター補修事業，案内看板等設置事業，道路維持管理事業，道路新設改良事業，館山工業団地地区外排水路整備事業，橋梁整

備事業，都市計画道路整備事業，市営住宅解体事業，消防施設整備事業，小学校施設整備事業，情報教育推進事業，中学校施設整備事業，幼稚園施設整備事業，地区公

民館整備事業，図書館トイレ等改修事業，第一柔剣道場改修事業及び道路・河川災害復旧事業に係る財源８，６１８万１千円を差し引いた実質収支は，８億８，１２０

万９千円（前年度比３億６，０２７万７千円，６９．２％の増）となった。 

 

(2) 歳入内訳 〔第２表 第３表〕 

 歳入総額１８１億５６７万５千円の主な内容は，市税６０億８，７８３万円（構成比３３．６％，前年度比△３，６６３万４千円，０．６％の減），地方交付税３７億

７，７７５万９千円（構成比２０．９％，前年度比３億９，６１２万５千円，１１．７％の増），国庫支出金２３億２，６１３万４千円（構成比１２．８％，前年度比△５

億５，６５１万円，１９．３％の減），市債１５億３，６７０万円（構成比８．５％，前年度比４億２，０５０万円，３７．７％の増），県支出金１３億６，５５０万９千

円（構成比７．５％，前年度比４億５，６８１万２千円，５０．３％の増）等となっている。 

 前年度と比較すると，県支出金，市債，地方交付税，分担金負担金及び財産収入等で増となっているが，県支出金については，水族館建設事業補助金，雇用対策費補

助金の増，市債については，臨時財政対策債の増，地方交付税については，普通交付税の増，分担金負担金については，農用地総合整備事業受益者負担金の増，財産収

入については，不動産売払収入の増等によるものである。一方，国庫支出金，繰入金及び市税等で減となっているが，国庫支出金については，定額給付金給付事業費補

助金の減，繰入金については，土地開発基金繰入金及び庁舎建設基金繰入金の減，市税については，経済状況の悪化に伴う個人市民税の税収減等によるものである。な

お，地方交付税と臨時財政対策債の合算額では，７億９，０４２万５千円の増となっている。  

市税，使用料及び手数料等の自主財源は，７９億２，１８４万９千円（構成比４３．８％，前年度４６．９％），地方交付税，国・県支出金及び市債等の依存財源

は，１０１億８，３８２万６千円（構成比５６．２％，前年度５３．１％）であり，前年度と比較すると自主財源の構成比が減少し，依存財源の構成比が増加している。 

 これは自主財源である繰入金の減，依存財源である県支出金及び地方交付税の増等によるものである。 
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(3) 歳出内訳 〔第３表 第４表〕 

 歳出総額１７１億３，８２８万５千円の主な内容は，目的別では，民生費５５億５９５万２千円（構成比３２．１％，前年度比６億５，３６２万８千円，１３．５％の

増），公債費１９億７，２７５万４千円（構成比１１．５％，前年度比２７９万５千円，０．１％の増），総務費１８億４，２１３万７千円（構成比１０．７％，前年度比

△３１８万１千円，０．２％の減），衛生費１７億７，５９０万９千円（構成比１０．４％，前年度比７２３万７千円，０．４％の増），土木費１７億６，８９９万４千

円（構成比１０．３％，前年度比△２億３，６４５万９千円，１１．８％の減），教育費１６億３，２１７万６千円（構成比９．５％，前年度比２億２，１０４万７千

円，１５．７％の増）等となっている。 

 前年度と比較すると，民生費，教育費及び農林水産業費等で増となっているが，民生費については，子ども手当の増等，教育費については，水族館建設事業費の増等，

農林水産業費については，農用地総合整備事業負担金の増等によるものである。一方，商工費及び土木費等で減となっているが，商工費については，定額給付金給付事

業費の減等，土木費については，踏切改良工事費の減等によるものである。 

 また，性質別では人件費，扶助費，公債費及び物件費等の経常的経費は，１４３億２，０４８万１千円（構成比８３．６％，前年度比△３億３，５５３万９千円，

２．３％の減）となった。これは，主に定額給付金給付事業の終了による補助費等の大幅な減，職員給与の削減など人件費の減等によるものである。投資的経費は，

２０億３，９９８万４千円（構成比１１．９％，前年度比△３０７万２千円，０．２％の減）と，ほぼ前年並みとなった。 

 

２ 特別会計の状況 

平成２２年度における特別会計の決算状況については，第５表のとおりである。 
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年　　度 歳　　　　　入 歳　　　　　出 差　　引　　額 翌年度への繰越財源 実　質　収　支 単年度収支

平成３年度 14,226,931 13,739,343 487,588 36,869 450,719 △ 104,056

平成４年度 15,010,426 14,699,758 310,668 5,256 305,412 △ 145,307

平成５年度 16,359,285 16,079,075 280,210 1,756 278,454 △ 26,958

平成６年度 15,586,563 15,181,542 405,021 83,380 321,641 43,187

平成７年度 17,667,057 16,911,505 755,552 58,324 697,228 375,587

平成８年度 15,897,707 15,198,317 699,390 147,446 551,944 △ 145,284

平成９年度 15,638,470 15,153,992 484,478 104,734 379,744 △ 172,200

平成10年度 18,029,024 17,263,698 765,326 247,341 517,985 138,241

平成11年度 17,131,383 16,388,450 742,933 109,993 632,940 114,955

平成12年度 16,482,622 15,808,990 673,632 131,830 541,802 △ 91,138

平成13年度 16,892,939 16,198,827 694,112 254,355 439,757 △ 102,045

平成14年度 17,546,821 17,127,238 419,583 26,973 392,610 △ 47,147

平成15年度 15,576,522 15,064,766 511,756 28,734 483,022 90,412

平成16年度 16,694,208 16,269,809 424,399 53,215 371,184 △ 111,838

平成17年度 15,444,530 15,002,237 442,293 86,256 356,037 △ 15,147

平成18年度 14,798,787 14,375,887 422,900 55,171 367,729 11,692

平成19年度 15,513,073 14,855,889 657,184 87,909 569,275 201,546

平成20年度 16,122,444 15,416,042 706,402 164,926 541,476 △ 27,799

平成21年度 17,843,557 17,169,219 674,338 153,406 520,932 △ 20,544

平成22年度 18,105,675 17,138,285 967,390 86,181 881,209 360,277

第１表　一般会計決算状況

（単位　千円）
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（単位　千円）

決　　算　　額 構成比　％ 対前年度比　％ 決　　算　　額 構成比　％ 対前年度比　％

市 税 6,087,830 33.6 99.4 6,124,464 34.3 97.2

分 担 金 及 び 負 担 金 366,232 2.0 186.1 196,761 1.1 103.4

使 用 料 及 び 手 数 料 424,060 2.3 99.5 426,359 2.4 119.9

財 産 収 入 59,757 0.3 172.4 34,653 0.2 14.0

寄 附 金 37,853 0.2 130.8 28,950 0.2 217.4

繰 入 金 111,008 0.6 17.2 646,795 3.6 83.8

繰 越 金 520,932 2.9 96.2 541,476 3.0 95.1

諸 収 入 314,177 1.7 84.4 372,097 2.1 166.6

小 計 7,921,849 43.8 94.6 8,371,555 46.9 96.5

地 方 譲 与 税 155,567 0.9 99.5 156,339 0.9 94.1

利 子 割 交 付 金 15,963 0.1 90.8 17,578 0.1 81.4

配 当 割 交 付 金 6,239 0.0 78.0 7,999 0.0 78.6

株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 3,392 0.0 82.9 4,094 0.0 121.5

地 方 消 費 税 交 付 金 541,481 3.0 99.8 542,412 3.0 105.5

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 42,543 0.2 94.3 45,119 0.3 92.5

自 動 車 取 得 税 交 付 金 51,604 0.3 84.5 61,096 0.3 65.6

国有提供施設等所在市町村助成交付金 68,536 0.4 100.8 68,000 0.4 92.2

地 方 特 例 交 付 金 85,940 0.5 137.8 62,349 0.3 107.1

地 方 交 付 税 3,777,759 20.9 111.7 3,381,634 19.0 111.7

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 8,775 0.0 99.9 8,783 0.0 104.8

国 庫 支 出 金 2,326,134 12.8 80.7 2,882,644 16.2 199.8

県 支 出 金 1,365,509 7.5 150.3 908,697 5.1 112.0

繰 越 金 153,406 0.8 93.0 164,926 0.9 187.6

諸 収 入 44,278 0.2 100.3 44,132 0.2 90.0

市 債 1,536,700 8.5 137.7 1,116,200 6.3 107.9

小 計 10,183,826 56.2 107.5 9,472,002 53.1 127.1

18,105,675 100.0 101.5 17,843,557 100.0 110.7

（注）構成比は，小数点以下第２位を四捨五入したものである。

合　　　　　　　　　　　計

平成２２年度

依
存
財
源

自
主
財
源

区　　　　　　　　　　分

第２表　一般会計歳入の構成

平成２１年度
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１　歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　千円）

当初予算額 補正予算額
継続費及び繰越事業
費繰越財源充当額

計
A

市 税 5,958,577 22,919 0 5,981,496 6,087,830 106,334 6,124,464 △ 36,634 99.4

地 方 譲 与 税 163,000 0 0 163,000 155,567 △ 7,433 156,339 △ 772 99.5

利 子 割 交 付 金 18,000 0 0 18,000 15,963 △ 2,037 17,578 △ 1,615 90.8

配 当 割 交 付 金 7,000 0 0 7,000 6,239 △ 761 7,999 △ 1,760 78.0

株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 4,000 0 0 4,000 3,392 △ 608 4,094 △ 702 82.9

地 方 消 費 税 交 付 金 460,000 0 0 460,000 541,481 81,481 542,412 △ 931 99.8

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 45,000 0 0 45,000 42,543 △ 2,457 45,119 △ 2,576 94.3

自 動 車 取 得 税 交 付 金 40,000 0 0 40,000 51,604 11,604 61,096 △ 9,492 84.5

国有提供施設等所在市町村助成
交 付 金

68,000 536 0 68,536 68,536 0 68,000 536 100.8

地 方 特 例 交 付 金 47,000 38,940 0 85,940 85,940 0 62,349 23,591 137.8

地 方 交 付 税 3,270,000 367,736 0 3,637,736 3,777,759 140,023 3,381,634 396,125 111.7

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 8,575 0 0 8,575 8,775 200 8,783 △ 8 99.9

分 担 金 及 び 負 担 金 193,853 155,688 0 349,541 366,232 16,691 196,761 169,471 186.1

使 用 料 及 び 手 数 料 416,322 0 0 416,322 424,060 7,738 426,359 △ 2,299 99.5

国 庫 支 出 金 1,686,075 437,647 359,342 2,483,064 2,326,134 △ 156,930 2,882,644 △ 556,510 80.7

県 支 出 金 992,353 115,359 316,645 1,424,357 1,365,509 △ 58,848 908,697 456,812 150.3

財 産 収 入 24,641 △ 355 0 24,286 59,757 35,471 34,653 25,104 172.4

寄 附 金 1 38,416 0 38,417 37,853 △ 564 28,950 8,903 130.8

繰 入 金 410,628 △ 301,061 0 109,567 111,008 1,441 646,795 △ 535,787 17.2

繰 越 金 180,000 340,932 153,406 674,338 674,338 0 706,402 △ 32,064 95.5

諸 収 入 251,375 78,576 17,250 347,201 358,455 11,254 416,229 △ 57,774 86.1

市 債 1,342,600 53,200 225,800 1,621,600 1,536,700 △ 84,900 1,116,200 420,500 137.7

合 計 15,587,000 1,348,533 1,072,443 18,007,976 18,105,675 97,699 17,843,557 262,118 101.5

２１年度
収入済額

C

前年度比較
B-C

対前年度比
B/C　％

第３表　一般会計款別決算の状況

款　　　　別

予　　　算　　　現　　　額 ２２年度
収入済額

B

予算現額
対比増減

B-A
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当初予算額 補正予算額
継続費及び繰越
事業費繰越額

予備費充当
計
A

1 議 会 費 171,293 △ 4,724 0 0 166,569 164,440 △ 2,129 172,766 △ 8,326 95.2

2 総 務 費 1,774,588 62,999 73,744 3,254 1,914,585 1,842,137 △ 72,448 1,845,318 △ 3,181 99.8

3 民 生 費 5,219,542 506,896 6,069 199 5,732,706 5,505,952 △ 226,754 4,852,324 653,628 113.5

4 衛 生 費 1,808,800 90,537 10,000 0 1,909,337 1,775,909 △ 133,428 1,768,672 7,237 100.4

5 労 働 費 140,015 56,012 0 0 196,027 174,815 △ 21,212 68,351 106,464 255.8

6 農林水産業費 335,555 160,258 58,760 563 555,136 542,923 △ 12,213 370,306 172,617 146.6

7 商 工 費 331,016 30,160 11,136 2,963 375,275 352,436 △ 22,839 1,203,349 △ 850,913 29.3

8 土 木 費 1,461,868 △ 91,844 606,500 2,950 1,979,474 1,768,994 △ 210,480 2,005,453 △ 236,459 88.2

9 消 防 費 876,239 1,119 17,425 188 894,971 888,508 △ 6,463 892,333 △ 3,825 99.6

10 教 育 費 1,444,199 11,567 288,809 4,861 1,749,436 1,632,176 △ 117,260 1,411,129 221,047 115.7

11 災 害 復 旧 費 7,964 54,200 0 7,690 69,854 41,919 △ 27,935 5,205 36,714 805.4

12 公 債 費 1,979,429 △ 2,572 0 0 1,976,857 1,972,754 △ 4,103 1,969,959 2,795 100.1

13 諸 支 出 金 6,492 473,925 0 0 480,417 475,322 △ 5,095 604,054 △ 128,732 78.7

14 予 備 費 30,000 0 0 △ 22,668 7,332 0 △ 7,332 0 0 -

合 計 15,587,000 1,348,533 1,072,443 0 18,007,976 17,138,285 △ 869,691 17,169,219 △ 30,934 99.8

２１年度
支出済額

C

前年度比較
B-C

対前年度比
B/C　％

２　歳出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位　千円）

款

予　　　算　　　現　　　額
２２年度
支出済額

B

予算現額
対比増減

B-A
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（単位　千円）

決算額 構成比　％ 決算額 構成比　％

1 人 件 費 3,086,290 18.0 3,314,429 19.3 △ 228,139 93.1

2 扶 助 費 3,088,126 18.0 2,564,461 14.9 523,665 120.4

3 公 債 費 1,972,406 11.5 1,967,461 11.5 4,945 100.3

（ 義 務 的 経 費 小 計 ） 8,146,822 47.5 7,846,351 45.7 300,471 103.8

4 物 件 費 1,963,797 11.5 1,925,205 11.2 38,592 102.0

5 維 持 補 修 費 78,606 0.5 78,968 0.5 △ 362 99.5

6 補 助 費 等 2,231,522 13.0 3,071,630 17.9 △ 840,108 72.6

7 経 常 的 貸 付 金 等 72,842 0.4 74,716 0.4 △ 1,874 97.5

8 経 常 的 繰 出 金 1,826,892 10.7 1,659,150 9.7 167,742 110.1

（ 経 常 的 経 費 小 計 ） 14,320,481 83.6 14,656,020 85.4 △ 335,539 97.7

9 積 立 金 348,019 2.0 40,507 0.2 307,512 859.2

10 投 資 ・ 出 資 金 ・ 貸 付 金 63,628 0.4 133,656 0.8 △ 70,028 47.6

11 繰 出 金 366,173 2.1 295,980 1.7 70,193 123.7

12 前 年 度 繰 上 充 用 金 0 0.0 0 0.0 0 -

13 投 資 的 経 費 2,039,984 11.9 2,043,056 11.9 △ 3,072 99.8

普 通 建 設 事 業 費 1,993,869 11.6 2,037,851 11.9 △ 43,982 97.8

災 害 復 旧 事 業 費 46,115 0.3 5,205 0.0 40,910 886.0

17,138,285 100.0 17,169,219 100.0 △ 30,934 99.8

（注）構成比は，小数点以下第２位を四捨五入したものである。

対前年度比　％

合                                 計

第４表　一般会計性質別の決算状況

区　　　分

２２年度 ２１年度

前年度比較
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（単位　千円）

決算額 対前年度比　％ 決算額 対前年度比　％ 決算額 対前年度比　％

歳　入 6,413,131 98.9 6,485,781 102.0 6,358,693 98.9

歳　出 6,209,454 98.5 6,304,089 102.4 6,156,812 98.3

差引額 203,677 112.1 181,692 90.0 201,881 123.9

歳　入 1,694 21.7 7,791 1.3 578,406 10.9

歳　出 1,694 23.4 7,231 1.3 575,771 10.9

差引額 0 0.0 560 21.3 2,635 1,394.2

歳　入 597,894 104.4 572,430 102.6 558,039 ―

歳　出 558,740 99.2 563,195 103.3 545,339 ―

差引額 39,154 424.0 9,235 72.7 12,700 ―

歳　入 4,082,908 103.0 3,962,231 102.3 3,873,609 103.2

歳　出 4,033,254 102.1 3,950,676 105.0 3,762,543 103.6

差引額 49,654 429.7 11,555 10.4 111,066 89.1

歳　入 745 108.1 689 67.4 1,022 159.7

歳　出 743 112.1 663 65.6 1,010 164.0

差引額 2 7.7 26 216.7 12 50.0

歳　入 774,334 89.1 869,091 109.3 795,230 87.3

歳　出 751,653 87.0 863,917 110.0 785,273 86.9

差引額 22,681 438.4 5,174 52.0 9,957 144.8

後 期 高 齢 者 医 療

第５表　特別会計決算状況

会 計 名 区区分
２０年度２２年度

  （注）　老人保健特別会計は，平成２２年度限りで廃止。
  　　　　後期高齢者医療特別会計は，平成２０年度新設。

２１年度

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

学 童 災 害 共 済 事 業

下 水 道 事 業
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各 部 門 の 事 業 概 要 

一般会計    (単位 千円) 

款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

１ 議会費 

 １ 議会費 

１ 議会費 166,569 164,440 １ 「議会だより」（Ａ４判，年間４回・計４０ページ）を発行することにより，市議会の活動状況を

市民に伝えることに努めた。 

議会報発行事業 1,293 

２ 本会議及び委員会における会議録の作成を委託することにより，事務の効率化に努めた。 

会議録調製委託料 1,950 

３ 政務調査費を交付することにより，議会における各会派の市政に関する調査研究を推進し，議会の活

性化に資するよう努めた。 

政務調査費交付金 1,292 

２ 総務費 

１ 総務管理費 

１ 一般管理費 941,560 930,129 １ 職員研修（派遣研修，集合研修，通信教育等）を実施し，職員の資質向上を図ることにより，多様

化・高度化する各種行政課題への対応力の向上に努めた。 

職員研修事業 1,726 

２ 例規類集データベースの構築により条例，規則等の制定改廃作業の効率向上を図るとともに，イン

ターネットによる例規類集の公開を行った。 

例規類集データベース更新等業務委託料 3,255 

３ 「館山市行財政改革方針」の目標である，平成２５年度決算における財政収支の均衡回復を目指

し，事業仕分け（外部評価）や内部評価による事務事業の見直しを行い，行財政改革に努めた。 

   行財政改革委員会委員報酬 外 252 

 ２ 文書広報費 37,576 35,573 １ 広報「だん暖たてやま」（Ａ４判，年間２３回・３５４ページ）を発行し，市政の情報を正しく市

民に伝えることに努めた。 

広報発行事業 9,939 

２ 市民に対し行政事務連絡の徹底を図り，市と町内会との連絡を円滑にし，市行政事務の効率的運営

に努めた。 

行政事務委託料（１５５町内会） 16,774 

３ 住民の自主的な意思で結成された町内会相互の連帯と協調を図り，市政に協力することを目的とす

る館山市町内会連合協議会に対し補助金を交付し，地域社会の振興に結びつく自治会活動の促進を

図った。 

館山市町内会連合協議会補助金 5,445 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

 ５ 財産管理費 153,034 144,732 大地震の際の来庁者や職員の生命の保護を図るため，また，被災時の応急対策活動の拠点としての機

能を確保するための本館事務棟の耐震改修工事設計業務を委託し，庁舎整備の推進を図った。 

市庁舎（本館事務棟）耐震改修設計委託 12,952 

 ６ 企画費 42,670 41,232 １ 安房郡市広域市町村圏事務組合に対し総務費負担金を支出し，同組合の運営及び事務の効率化を

図った。 

安房郡市広域市町村圏事務組合総務費負担金 25,340 

２ 生活バス路線の運行を維持するため，南房総市と連携して交通事業者に対し補助金を交付し，地域

住民の福祉向上を図った。 

地方バス路線維持費補助金 6,433 

３ 館山湾を活用した海辺のまちづくりを推進し，地域の活性化を図るため，市民に海や船と親しむ機

会を提供するイベント「たてやま海まちフェスタ」を開催した。延参加人数 ２，９２７人 

たてやま海まちフェスタ委託料 844 

４ ふるさと納税を促進するため，寄附された方に対し記念品を贈呈し，制度の活用促進を図った。 

ふるさと納税記念品代 94 

５ 地デジ化に伴い，佐野地区の共同受信施設の改修経費について補助金を交付した。 

   共聴施設地上デジタル放送対応整備事業補助金                  3,465 

（無線システム普及支援事業費等補助金） 

 ７ 防災対策費 35,872 31,641 市民の生命，身体及び財産を災害から守り，安全で安心に暮らせるまちづくりを推進するため，次の

施策を行った。 

１ 災害等による罹災者に見舞金及び弔慰金を給付し，生活の安定と福祉の増進を図った。 

災害見舞金・弔慰金 給付８件 210 

２ 津波時の避難目安を目的に地盤高表示板（２００カ所）の更新を行い，災害対策の強化を図った。 

看板作成委託料 699 

３ 全国瞬時警報システムを，津波発生時や武力攻撃等に際し，より効果的に対応できるようにシステ

ムの高度化改修を行った。 

全国瞬時警報システム整備工事請負費 3,570 

４ デジタル防災行政無線設備を，未整備地域へ５局新設し，相互通信などの機能を高度化したことに

より市民への情報伝達体制の強化に努めた。 

デジタル防災行政無線設備設置工事請負費 16,695 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  ５ 既存の防災行政無線設備の維持管理を行い，市民への情報伝達体制の確保に努めた。 

防災行政無線保守点検業務委託料 2,492 

防災行政無線屋外拡声子局維持補修工事請負費 2,369 

６ 携帯電話等のメール機能を活用した「館山市安全・安心緊急情報」を配信することにより，緊急情

報の正確かつ速やかな伝達に努めた。３月末登録者数 １２，２４０人 

安全安心情報配信業務委託料 735 

 ８ 交通安全対策費 27,847 26,183 交通関係機関及び交通安全推進団体との連携を図り，交通安全運動の推進，交通指導及び交通安全施

設の整備を行った。 

１ 学童等の交通安全を確保するため，登校時等における交通指導を行った。 

交通指導員報酬    延べ４８０人 2,448 

２ 館山駅前自転車駐車場の整理を委託し，有効利用に努めた。 

自転車駐車場整理委託料 750 

３ 道路反射鏡や防護柵及び道路標識等交通安全施設の整備を図った。 

交通安全施設整備工事 8,763 

４ 交通安全推進団体の活動援助を行った。 

館山交通安全協会補助金 401 

館山地域交通安全活動推進委員協議会補助金 129 

 ９ 電子計算機費 124,367 119,080 １ 基幹系システムの安定稼動に努めるとともに，業務の一部を外部委託し，事務処理の簡素化・効率

化を図った。また，将来に渡る安定運用を実現するため，汎用コンピュータシステムからオープンシ

ステムへの移行を行った。 

ホストコンピュータ業務運用委託料 7,166 

基幹系システム移行改修委託料 16,398 

基幹系システム運用・維持管理業務委託料 12,564 

電子計算組織等借上料 48,318 

２ ＯＡ機器，行政情報ネットワーク等の整備及び維持管理に努め，行政情報化の推進を図った。 

サーバ等保守委託料 4,385 

インターネット等使用料 1,335 

庁用器具費（パソコン，サーバ機器，周辺機器等） 5,179 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

 10 コミュニティ費 8,312 8,059 市民と行政が分担，協働する市民参加のまちづくりを目指し，コミュニティ活動及び地区環境整備を

推進した。 

 コミュニティ事業補助金 7,987 

 １ 市補助金分 

  (1) 防災備品等整備事業             １４件 

  (2) コミュニティ集会等施設整備事業 補修     ９件 

  (3) コミュニティ活動推進事業 １０地区     １０件 

 ２ 自治総合センター宝くじ助成事業分 

    一般コミュニティ助成事業           １件 

 11  コミュニティセ 

ンター費 

86,532 77,544 コミュニティセンター及び各学習等供用施設の適正な管理運営を図り，利用者へのサービスの向上及

び利用促進に努めた。 

１ 利用状況 

(1) コミュニティセンター            ８，１８５件  １３８，８６４人 

(2) 中央地区学習等供用施設（菜の花ホール）   ３，３７９件   ４０，４５１人 

(3) 豊津地区学習等供用施設（豊津ホール）    １，３１３件   １５，７６４人 

(4) 那古船形地区学習等供用施設（若潮ホール）  １，４３９件   １４，０８４人 

２ 施設管理 

(1) 老朽化したコミュニティセンターの外壁及び空調設備の一部，第一集会室の間仕切改修工事を実

施した。 

ア コミュニティセンター外壁改修 12,492 

改修場所 南面及び西面の一部  改修面積 ３７６㎡ 

イ コミュニティセンター空調設備改修 21,257 

改修場所 第一集会室，展示ホール，公民館事務室，健康課事務室 

ウ コミュニティセンター第一集会室間仕切改修工事 1,750 

(2) 平成２３年度中央地区学習等供用施設省エネ改修工事実施のため，空調設備等の改修設計業務を

委託した。 

空調機設置工事設計委託料 1,023 

(3) 老朽化による倒壊の危険が高まったコミュニティセンターの外灯を交換した。 

コミュニティセンター外灯交換工事 573 

(4) 故障したコミュニティセンター陶芸窯の買い換えを行った。 

   陶芸窯購入  電気陶芸窯 ２００Ⅴ ８ＫＷ   １台 824 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  (5) 空調設備保守点検委託料 1,946 

(6) コミュニティセンター清掃委託料 1,814 

(7) 緑地管理委託料 2,045 

(8) 那古船形地区学習等供用施設日常業務委託料 2,810 

３ 館山海軍航空隊赤山地下壕跡の公開（入壕者数 １６，５０５人） 

赤山地下壕跡を公開し，市民や来訪者の歴史学習や平和学習として活用するため，休日等における

受付業務を地区住民で組織されている赤山地下壕保存協力会に委託した。 

赤山地下壕管理業務委託料 721 

 12 諸費 44,441 42,128 １ 国際交流員を配置するとともに，館山国際交流協会へ補助金を交付し，市民主体の国際交流を推進

した。 

国際交流事業 1,733 

２ 男女共同参画社会の実現に向け，館山市コーラル会議の開催や啓発活動を中心に，男女共同参画の

推進を図った。 

男女共同参画事業費 55 

３ 館山市防犯協力会，防犯関係団体及び関係機関との連携を図り，自主防犯運動を推進し，犯罪のな

い明るいまちづくりを目指した。 

   防犯協力会補助金 998 

２ 徴税費 １ 税務総務費 184,942 181,242 １ 平成２４年度固定資産税評価替えのために価格調査基準日（平成２３年１月１日）を価格時点とす

る土地鑑定評価を行った。 

   不動産鑑定委託料 7,811 

２ 平成２３年度固定資産税賦課期日（平成２３年１月１日）における地番図を作成し，宅地に係る画

地計測等を行い，適正かつ効率的な評価事務及び課税事務に努めた。 

   固定資産税土地システム業務委託料 5,040 

３ 国税連携による個人住民税課税データ（確定申告データ）の電子データとしての収受及びｅＬＴＡ

Ｘを利用した法人市民税の確定申告の電子申告等に対応するためのシステムを導入するなど，ＯＡ機

器を活用し，課税事務の適正化に努めるとともに，賦課業務の省力化及び効率化を図った。 

   個人住民税システム等使用料 5,573 

   個人住民税電算処理業務委託料 5,651 

   パーソナルコンピュータ借上料 3,215 

   パーソナルコンピュータ保守委託料 1,811 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

     コンピュータシステム等改修委託料 5,198 

   庁用器具費 2,228 

 ２ 賦課徴収費 31,417 19,073 市民の納税意識の高揚を図るとともに，徴収率の向上に向け，各種の徴収対策を講ずることにより，

税収の確保に努めた。 

１ 滞納処分の強化 

  納期内納税者との均衡を保つため，差押を前提とした滞納処分に努めた。 

差押２９９件 参加差押２４件 

（国税還付金２６件，動産１件，不動産２４２件（内参加差押２４件），普通預金２３件， 

定期預金７件，生命保険２０件，給与４件） 

２ 公売の実施 

  差押えた不動産及び動産を公売することにより，滞納市税の回収を図った。 

   実施回数４回６件 落札件数２件 落札総額 3,711 

３ 千葉県滞納整理推進機構との共同滞納整理の実施  

４ 口座振替制度，郵便振替制度の普及率向上及び納期限内納付を促進 

口座振替 ５７，９９９件      収納額  1,510,426 

郵便振替 １５，１０７件       収納額    327,535 

３ 戸籍住民基

本台帳費 

１ 戸籍住民基本台

帳費 

87,308 84,527 １ オンラインシステムの効率的運用により，住民記録の正確かつ迅速な処理に努めるとともに，多様

化する窓口業務に対応するため，庁内外での職員研修により資質の向上を図り，住民サービスの向上

に努めた。 

(1) 戸籍関係 

出生（５５９件） 死亡（９６８件） 婚姻（６１０件） 離婚（１４２件）  

養子縁組（６８件） 養子離縁（１８件） 転籍（２７４件） その他（３１１件） 

(2) 住民基本台帳関係 

転入（１，９６４人） 転出（１，８１５人） 出生（３６２人） 死亡（７２０人） 

転居（１，２０７人） 変更（４２３人） 住民票職権記載等（２９人） 

(3) 謄抄本請求関係 

戸籍（１８，７０５件） 住民票（２４，３０６件） 

(4) 印鑑登録関係 

登録（１，９２３件） 証明（１３，３６２件） 廃止（１８４件） 

亡失（５００件） その他（１，３８０件） 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  (5) 諸証明 

証明（８，４５５件） 臨時運行許可（５５９件） 

(6) 平成２３年３月末日現在戸籍及び住民基本台帳人口 

本   籍   数         ２５，３６７戸籍 

本 籍 人 口 数         ５９，６４１人 

住民基本台帳世帯数         ２２，４３１世帯 

住民基本台帳人口（男）       ２４，１０８人 

住民基本台帳人口（女）       ２５，８６３人 

住民基本台帳人口（合計）      ４９，９７１人 

２ 住民基本台帳ネットワークシステムの維持管理を行った。 

ネットワークシステム保守委託料 2,182 

ネットワークシステム借上料 3,402 

３ 電算化された戸籍システムの維持管理を行った。 

戸籍システム保守委託料 2,536 

戸籍電算化システム借上料 5,452 

４ 選挙費 ４ 参議院議員選挙

費 

14,787 14,753 任期満了に伴う第２２回参議院議員通常選挙を執行した。 

 投票日：７月１１日 公示日：６月２４日 

１ 千葉県選出議員選挙 定数３人 立候補者数９人 

  当日有権者数４２，０９２人 投票者数２２，６６０人 投票率５３．８３％ 

２ 比例代表選出議員選挙 名簿届出政党等の数１２団体 

  当日有権者数４２，０９２人 投票者数２２，６６２人 投票率５３．８４％ 

 ６ 県議会議員選挙

費 

5,980 2,671 平成２３年４月１０日執行の千葉県議会議員一般選挙の準備に努めた。 

 ７ 市長選挙費 11,479 10,929 任期満了に伴う館山市長選挙を執行した。 

 投票日：１１月１４日 告示日：１１月７日 立候補者数３人 

 当日有権者数４１，７７８人 投票者数２５，１５７人 投票率６０．２２％ 

５ 統計調査費 ２ 各種統計調査費 21,765 20,463 人口や世帯をはじめ，男女・年齢別，産業別等の人口の構造や世帯の構成・居住状況を明らかにし，

各種行政施策等の基礎資料を得ることを目的に国勢調査を行った。 

国勢調査事業 20,160 

   調査期日 平成２２年１０月１日 

  調 査 区 ３６９調査区   指導員 ３６人  調査員 ２５４人 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

６ 監査委員費 １ 監査委員費 22,113 20,832 館山市の財務に関する事務の執行及び経営に関する事業の管理が，適切に行われているか監査を行っ

た。 

監査委員報酬 1,068（識見委員 636 議選委員 432） 

〔監査内容〕 

・例月出納検査   毎月１回 

・定期監査     年２回に分け，全課及び全行政委員会の監査 

・決算審査及び基金の運用状況審査 

・健全化判断比率等審査 

・住民監査請求監査 １件 

３ 民生費 

１ 社会福祉費 

１ 社会福祉総務費 

 

1,379,400 1,330,676 １ 障害者に対する各種援護，指導を行い，自立更生と社会参加の促進を図った。 

(1) 在宅の障害者で，雇用されることが困難な者に対し，作業訓練と生活指導を併せて行い，自立助

長を図るとともに，平成１９年１０月から指定管理者制度を導入。社会福祉法人安房広域福祉会を

指定管理者に選定し，民間の手法を用いた運営を行った。 

福祉作業所管理運営委託料 8,000 

     入所者数：１７人（平成２３年３月末現在） 

(2) 重度身体，知的障害者の社会参加を促進し，その福祉の増進を図った。 

福祉タクシー利用助成金         ２５１人 1,953 

(3) 身体，知的障害者の自立助長のための各種援護及び医療費の給付事業を行い，その生活の安定と

福祉の増進を図った。 

身体障害者補装具交付扶助費         ７７件 5,926 

重度障害者等福祉手当            ３９人 3,970 

心身障害者（児）医療費給付扶助費    １，３１４人 122,984 

心身障害者（児）日常生活用具給付扶助費１，０９５件 10,464 

特別障害者手当               ６８人 18,429 

障害児福祉手当               ２３人 3,537 

知的障害者生活ホーム運営事業助成費      １人 816 

(4) 在宅の障害者に対し，日常生活における活動の場を提供する事業所に助成を行い，障害者の自立

と社会参加の促進を図った。 

地域活動支援センター運営費補助金       ２事業所 2,298 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  (5) 障害者に対し配食サービスを行うことにより，食生活の改善及び健康の増進を図るとともに，安

否の確認を行い，障害者の福祉の増進を図った。 

配食サービス事業委託料        １，４５４食 1,112 

(6) 障害児の自立支援及び障害児を持つ親への子育て支援のため，児童デイサービスの利用促進を

図った。 

    児童デイサービス利用助成費        ２２５人 1,128 

(7) 障害者自立支援法に基づく福祉サービスの提供を行い，障害者の自立と社会参加の促進を図っ

た。 

障害者介護給付費等審査会委員報酬      １２回開催 1,220 

障害区分認定審査医師意見書作成手数料   １０５件 485 

障害認定調査委託料             ７９件 555 

地域生活支援センター委託料          １事業所 7,517 

身体障害者入浴サービス委託料         ２人 840 

グループホーム等運営費補助金         ６事業所 4,752 

地域生活支援事業給付費        １，０１８人 3,654 

自立支援医療費              １１９件 27,117 

障害介護給付費            ４，９６１人 465,150 

障害者グループホーム等入居者家賃助成費   ２０人 2,853 

(8) 障害者自立支援法が着実に定着するよう，法の枠内で趣旨に沿った改善策を講じるため，障害者

自立支援対策臨時特例交付金が措置され，交付金を活用した事業を行った。 

    オストメイト対応トイレ設置工事請負費 1,827 

障害者通所施設等送迎補助金         １１事業所 7,355 

事業運営円滑化事業助成費         ２２０人 4,236 

２ ひとり親家庭等に対し，医療費を助成し，その生活と福祉の増進を図った。 

   ひとり親家庭等医療費等給付助成費     ５３３人 7,929 

３ 社会福祉協議会の活動を活発化し，地域ぐるみ福祉ネットワークの推進を図るため，支援を行っ

た。 

社会福祉協議会補助金 20,369 

   地域ぐるみ福祉ネットワーク事業補助金 4,744 

４ 安房郡市広域市町村圏事務組合知的障害者施設費負担金 1,026 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  ５ 地域における高齢者の保健福祉の増進を図るため，館山市社会福祉協議会に補助金を交付した。 

地域福祉事業活動費補助金 1,425 

６ 国民健康保険事業の安定的な運営を図るため，特別会計に支出した。 

国民健康保険特別会計繰出金                           77,380 

（国民健康保険税の不能欠損額及び減免額等に対する繰出金） 

国民健康保険特別会計保険基盤安定繰出金                    202,634 

（国民健康保険税の軽減額等に対する繰出金） 

国民健康保険特別会計職員給与費等繰出金                     32,393 

（国民健康保険の事務の執行に要する経費に対する繰出金） 

国民健康保険特別会計財政安定化支援事業繰出金                  32,233 

（低所得者層や高齢者が多い地域の負担軽減のための繰出金） 

国民健康保険特別会計出産育児一時金繰出金                    17,867 

（出産育児一時金に対する繰出金） 

２ 老人福祉費 １ 老人福祉総務費 794,864 779,098 超高齢社会に対応し，各種サービスを実施することにより，高齢者福祉の増進に努めた。 

１ ８０歳，８８歳，９９歳，１００歳以上の高齢者に対し，祝金を贈り長寿を祝した。 

敬老祝金（９１７人） 2,819 

２ 老人クラブに補助金を交付し，クラブ活動の育成と活性化を図った。 

老人クラブ補助金（７２クラブ） 4,510 

３ 高齢者の生きがいの充実や社会参加の推進を図る社団法人館山市シルバー人材センターに対し支援

を行った。 

シルバー人材センター補助金 6,650 

４ 概ね６５歳以上の老人を対象に，必要に応じて養護老人ホームへ入所措置し，老人福祉の増進に努

めた。 

老人ホーム入所措置扶助費（４施設３３人） 67,154 

５ 地域密着型サービス等の導入のため，システムに要する経費を助成した。 

地域介護・福祉空間整備推進補助金 21,226 

６ 介護保険事業の安定的な運営のため，特別会計に支出した。 

介護保険特別会計介護給付費繰出金 （介護保険財政の市負担分１２．５％） 475,056 

介護保険特別会計職員給与費等繰出金（事務に係る職員給与費に対する繰出金） 99,397 

 介護保険特別会計事務費繰出金   （要介護認定事務費に対する繰出金） 42,496 

   介護保険特別会計介護予防事業費繰出金  （介護予防事業費に対する繰出金） 16,791 

   介護保険特別会計包括的支援事業費等繰出金（包括的支援事業費等に対する繰出金） 13,202 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

 ２ 老人福祉医療費 2,822 38 老人保健事業の円滑な運営を図るため，特別会計に支出した。 

老人保健特別会計繰出金 （医療給付費に対する繰出金）  36 

 ３ 老人福祉セン

ター費 

19,267 17,317 老人福祉の拠点として，健康の増進・教養の向上及びレクリエーションのための便宜を総合的に供与

し，福祉の増進を図った。 

   利用人員   （湊）   市内高齢者    １７，５２１人 

                市内一般      １，６０４人 

                市外利用者       ２５３人 

                小   計    １９，３７８人 

   利用人員   （出野尾） 市内高齢者     ８，４０４人 

                市内一般        ４０７人 

                市外利用者        ８０人 

                小   計     ８，８９１人 

                合   計    ２８，２６９人 

 ４ 後期高齢者医療

費 

677,341 666,912 １ 後期高齢者医療の円滑な運営を図るため，負担金を千葉県後期高齢者医療広域連合へ支出した。 

   千葉県後期高齢者医療広域連合負担金 24,075 

２ 後期高齢者医療療養給付費の市負担分（１２分の１）として，負担金を千葉県後期高齢者医療広域

連合へ支出した。 

   後期高齢者医療療養給付費負担金現年度分 479,565 

   後期高齢者医療療養給付費負担金過年度分 13,821 

３ 後期高齢者医療の円滑な運営を図るため，特別会計に支出した。 

      後期高齢者医療特別会計保険基盤安定繰出金                  108,553 

   （後期高齢者医療保険料の軽減額に対する繰出金） 

   後期高齢者医療特別会計事務費繰出金 （事務に係る職員給与費等に対する繰出金） 40,898 

３ 児童福祉費 １ 児童福祉総務費 158,381 138,613 １ 保護者の子育てと就労等の両立を支援するため，児童が病気の治療中又は病気の回復期にあり，集

団保育及び保護者による保育が困難な場合に，一時的に預かる病児・病後児保育事業を行なう施設に

業務の委託を行った。   利用者数３５６人 8,000 

２ 子育て中の親子の交流，相談，情報提供やシニア世代との交流を通じ，子育ての不安解消，虐待の

防止，高齢者の生きがいづくりを推進するための核となる，元気な広場の管理・運営及び会員相互に

より子育て支援を行うファミリー・サポート・センター事業を指定管理により実施した。 

   元気な広場利用者数 延べ２５，２６５人 

   ファミリー・サポート・センター相互援助活動 延べ３１６件 15,000 
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  ３ 千葉県安心こども基金事業費補助金を活用して，地域子育て創生事業を実施した。 

親子文庫創設事業 3,707 

保育所等の新型インフルエンザ対策のための空気清浄機設置事業 6,240 

ＡＥＤ設置による保育所拠点コミュニティ活性化事業 1,088 

４ 昼間保護者のいない家庭の小学校低学年児童を預かる学童保育事業を行う組織に補助金を交付し，

児童の健全育成を図った。 

学童保育事業補助金（８カ所） 9,028 

５ 私立保育所における延長保育，予備保育士設置を奨励，助成するとともに，施設整備等に対し補助

金を交付し，保育所運営の充実を図った。 

保育所運営費補助金（４園） 17,116 

６ 乳幼児医療費の助成対象者を平成２２年１２月から小学校３年生までに拡大し，こども医療費とし

て支給を行い，保護者負担の軽減を図った。 

乳幼児医療費給付金（レセプト件数４４，１３２件） 64,559 

 ２ 児童措置費 1,132,199 1,116,293 １ 公・私立保育所１５園（公立：鴨川２，南房総２，鋸南１，その他１ 私立：市内４，南房総４，

その他１）に対し，児童の保育を委託し，児童福祉の増進を図った。 

運営委託料（延べ３，１６０人） 263,393 

２ 児童扶養手当を支給し，ひとり親家庭の子育てを支援した。 

平成２２年度受給者数（延べ４，７２８人） 175,413 

３ 児童手当（６月支給分（２月分・３月分））を支給し，子育てを支援した。 

平成２２年度対象児童数（延べ７，６６１人） 49,575 

４ こども手当を４月分から支給し，次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを支援した。 

平成２２年度対象児童数（延べ４７，６４３人） 619,359 

 ３ 保育所費 420,146 384,121 保育ニーズの多様化に対応して乳児や障害児の受け入れ，長時間保育等を実施し，児童福祉の向上と

保育所運営の充実に努めた。 

 入所児童(延べ３，９８３人) 

 ４ こども園費 

 

9,100 7,815 幼稚園と保育園の機能を併せ持つ房南こども園において，児童を受入れ，児童福祉の向上と幼児教育

の充実に努めた。 

 長時間児入所児童（延べ４８９人） 短時間児在籍児童（２４名） 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

４ 生活保護費 ２ 扶助費 1,084,342 1,012,935 生活困窮者に対して生活保護法を適用し，最低限度の生活を保障する保護費の給付と生活指導を行

い，自立助長を図った。 

            延べ世帯数    延べ人数     給付額 

生活扶助費   ４，６２４世帯   ５，９１０人   272,800 

住宅扶助費   ４，０５０世態   ５，２８２人   129,986 

教育扶助費     １９４世帯     ３０８人    3,699 

医療扶助費   ４，７０４世帯   ５，５６４人   575,505 

出産扶助費       １世帯       １人        227 

生業扶助費     １８７世帯     ２０１人        2,843 

葬祭扶助費       ５世帯       ５人     950 

施設事務費      １２世帯      １２人    1,192 

介護扶助費     ９８１世帯   １，００５人    25,733 

４ 衛生費 

 １ 保健衛生費 

１ 保健衛生総務費 344,266 322,836 １ 地域住民の健康で明るい家庭生活の確立に寄与するため，保健推進活動の充実を図った。 

(1) 母子保健業務  家庭訪問件数        ３８９件 

(2) 食生活改善業務 ヘルスサポーター２１事業  ５５６人 

(3) 老人保健業務  家庭訪問件数        ３２２件 

２ 「館山市母子保健計画」に基づき，妊娠，出産から育児まで乳幼児保健について一貫したサービス

の提供を図った。 

(1) 健康診査                ５，７８３人 

(2) 相談                  １，０６８人 

(3) 教育                    ２８６人 

(4) 訪問指導                  ４３４人 

(5) 少子化対策                               ６４５人 

３ 各種奉仕団体等による街頭献血及び職場・学校等の協力により献血の推進を図った。 

２，１３０人 

４ 「自分の健康は自分でつくり，自分で守る」を目標に，健康づくり対策の課題を決め，健康教育・

健康相談等を開催し，健康づくり思想の普及・啓発を図った。 

(1) 健康教育                ３，６２６人 

(2) 健康相談                  ８３６人 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  (3) 訪問指導(保健師等の家庭訪問) 

母 子                   ４３４人 

老 人 他                 ２７６人 

(4) 講演会・研修会・視察等 

保健推進員研修会等             ４９９人 

５ 救急医療対策事業として病院群輪番制，在宅当番医制及び夜間急病診療所に対する負担金を安房郡

市広域市町村圏事務組合に支出した。また，安房地域医療センターへ救急医療事業に関する運営費の

助成を行った。 

保健衛生総務費負担金（救急医療） 30,030 

（夜間急病診療） 14,335 

安房地域医療センター運営費補助金 37,934 

６ 看護師等の充足により地域医療の確保を図るため，館山市看護師等修学資金貸付条例に基づき，館
山市看護師等修学資金貸付基金への繰出しを行った。 

   館山市看護師等修学資金貸付基金繰出金                     71,013 

 ２ 予防費 163,359 127,394 １ 予防接種法等に基づき，各種予防接種を行い，感染症など疾病予防を図った。 

(1) 定期接種（一類疾病：乳幼児・学童）        延べ４，３９２人 

(2) 定期接種（二類疾病：高齢者のインフルエンザ）     ７，１１１人 

※ 任意予防接種事業 高齢者肺炎球菌ワクチン接種       ５５４人 

〃     子宮頸がんワクチン接種              １５１人 

２ 感染症法に基づき，住民検診を実施し結核の発症予防に努めた。 

６，４４４人（結核が見つかった人 １人） 

３ 疾病の早期発見・早期治療のために基本健康診査，各種がん検診等を実施し，その結果に基づく生

活指導や適切な治療と結びつけ，疾病予防を図った。 

(1) 各種がん検診            ２０，４８７人（がんが見つかった人 ２２人） 

(2) 骨粗しょう症検診             ３９３人 

(3) 肝炎ウイルス検査             ７１４人 

(4) 歯周疾患検診                ５４人 

 ３ 環境衛生費 44,486 43,110 清潔で美しいまちづくりを目指し，快適な環境の保全，地域環境の質の向上に努めた。 

１ 畜犬登録，狂犬病予防 

   新規犬登録数  ２１４頭   狂犬病予防注射数  ２，４２０頭 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  ２ 河川等浄化対策 

(1) 公共用水域の水質保全対策として設置した生活排水処理施設の適正な維持管理に努めた。 

生活排水処理施設維持管理委託料 650 

(2) 生活排水処理により発生する汚泥の運搬，処分業務の委託を行い，適正な処分を図った。 

汚泥運搬・処分委託料 1,018 

(3) 浄化槽の普及促進を図るため，設置者に補助金を交付し，公共用水域の水質保全を図った。 

浄化槽設置事業補助金 ２４件 4,080 

(4) 海水浴場及び汐入川，平久里川，巴川等の水質検査を実施し，公共用水域の状況を調査した。 

水質検査委託料 578 

３ 地球温暖化防止対策 

住宅用太陽光発電システム設置費補助金 ６３件 4,546 

４ 公害対策及び環境監視 

(1) 千葉県が実施する大気測定局の大気汚染監視測定に協力し，環境状況の把握に努めた。 

(2) 公害の苦情処理と合わせ，公害発生源の改善指導に努めた。 

公害苦情処理  ９５件 

 (3) 廃棄物及び土砂等の不法投棄等を未然に防止するため，不法投棄監視員制度により，監視，指導

を行った。 

(4) 地下水等の水質検査を実施し，水質の保全を図った。 

地下水等水質調査委託料 725 

(5) 土砂等による土地の埋立て，盛土及びたい積行為の規制に関する条例に基づいて環境の保全及び

災害の防止に努めた。 

５ 火葬場対策 

(1) 安房郡市広域市町村圏事務組合に対し，火葬場建設事業負担金を支出し，新火葬場整備事業の推

進を図った。 

安房郡市広域市町村圏事務組合火葬場建設事業負担金 10,639 

(2) 安房郡市広域市町村圏事務組合に対し，火葬場費負担金を支出し，圏域内の住民サービス向上を

図った。 

安房郡市広域市町村圏事務組合火葬場費負担金 15,438 

２ 清掃費 １ 清掃総務費 312,251 308,245 １ 安房郡市広域市町村圏事務組合に対し，ごみ処理広域化負担金を支出し，ごみ処理広域化計画の推

進を図った。 

安房郡市広域市町村圏事務組合ごみ処理広域化負担金 9,546 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  ２ 安房郡市広域市町村圏事務組合に対し，粗大ごみ処理費負担金を支出し，処理施設の適正な維持管

理を図った。 

安房郡市広域市町村圏事務組合粗大ごみ処理費負担金 58,411 

全体処理量（１，６９８ｔ） 館山市分（１，５０９ｔ） 

 ２ じん芥処理費 594,343 541,976 １ じん芥処理 

廃棄物処理施設の適正な運転管理を行った。 

清掃センター定期点検補修工事 99,750 

清掃センター焼却灰冷却水処理業務委託料 923 

清掃センタークレーン法定点検整備工事 3,801 

清掃センター温水循環ライン酸洗浄業務委託料 2,783 

最終処分場水質検査委託料 1,327 

２ 焼却灰処理 

最終処分場の延命化を図るべく焼却灰の処理業務を委託した。 

焼却灰処理業務委託料 （焼却灰の委託量２，８８２．３１ｔ） 66,581 

３ じん芥収集 

可燃ごみ用指定袋制の定着を図ることにより，ごみの減量化を推進した。また，可燃ごみ収集業務

を委託し，ごみ収集業務の効率化を図った。 

ごみ処理手数料徴収事務委託料 6,739 

ごみ指定袋製造等業務委託料 12,703 

可燃ごみ収集運搬業務委託料 17,273 

    （可燃物収集量１１，１８２ｔ，自己搬入量等７，４０１ｔ，焼却量１８，４２６ｔ） 

４ ごみの再資源化推進 

ペットボトル，白色トレイ，古紙，飲料用紙パック，不燃ごみ，プラスチック製容器包装，発泡ス

チロールの分別収集を行い，ごみの再資源化及び減量化を推進した。 

ペットボトル等収集運搬業務委託料 10,458 

ペットボトル等処理業務委託料 22,313 

古紙処理業務委託料 11,027 

不燃ごみ等収集運搬業務委託料 54,359 

プラスチック製容器包装等収集運搬業務委託料 23,562 

プラスチック製容器包装等処理業務委託料 39,600 

発泡スチロール処理業務委託料 6,200 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  危険物選別業務委託料 5,032 

ガラス類処理業務委託料 10,716 

再資源化量 

（ペットボトル１７６ｔ，白色トレイ６ｔ，古紙２，２０５ｔ，飲料用紙パック１２ｔ，プラス

チック製容器包装３８９ｔ，発泡スチロール９１ｔ，金属類４９４ｔ，ガラス類５０６ｔ） 

 ３ し尿処理費 81,891 64,874 良好な放流水の維持と施設の管理・保全に努めるとともに，施設の延命化を図るため，点検補修工事

を行った。（処理量２８，０３７ｋｌ） 

衛生センターＩＺ循環ポンプ点検補修工事 7,560 

衛生センター遠心脱水機点検補修工事 6,090 

衛生センタースクリューコンベア点検補修工事 2,625 

衛生センターポリマー定量供給装置点検補修工事 2,310 

３ 上水道費 １ 上水道施設費 368,741 367,475 市民の日常生活に直結する水道水の安定供給に努めた。 

１ 三芳水道企業団に補助金として 242,653 千円，出資金として 11,589 千円支出した。 

２ 南房総広域水道企業団に補助金として 35,952 千円，出資金として 77,281 千円支出した。 

５ 労働費 

 ２ 雇用対策費 

 

２ ふるさと雇用再

生特別基金事業費 

77,120 76,080  千葉県から交付される「ふるさと雇用再生特別基金事業補助金」を活用し，地域求職者等を雇い入れ

て行う事業を民間委託により実施し，地域における継続的な雇用・就業機会の創出を図った。 

  雇用実績 延べ１４人 

   館山アルバム作成事業委託料 10,250 

   体験型観光推進事業委託料 28,990 

   観光プロモーション事業委託料 12,000 

   滞在観光推進事業委託料 1,860 

   街なか情報発信事業委託料 15,000 

   マスコットキャラクター管理業務委託料 7,980 

 ３ 緊急雇用創出事

業臨時特例基金事

業費 

118,882 98,735 千葉県から交付される「緊急雇用創出事業補助金」を活用し，離職を余儀なくされた非正規労働者，

中高年齢者等の失業者に対して，次の雇用までの短期の雇用・就業機会の創出を図った。  98,340 

  雇用実績 延べ８８人 

   新聞資料のデジタル化 1,506 

   館山市基本計画策定補助業務 1,297 

市民生活安全対策強化事業 1,373 

   市民税の申告準備・受付及び課税事務等の補助 2,561 

   ｏｎｅ－ｓｔｏｐ案内相談業務 1,228 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

     入札参加資格申請業務の補助 393 

   館山市内授産施設等製品販路拡大事業 3,108 

   障害福祉業務補助 1,799 

保育所新型インフルエンザ対策事業 1,835 

保育環境改善事業 2,091 

 介護保険システムの構築 2,195 

   ウェッブを活用した情報発信・魅力発信 2,108 

   観光振興施策と連携した物産振興施策等の強化 1,337 

外国人観光客受入体制整備事業 559 

ＳＯＨＯ起業・雇用創出支援事業 12,000 

   ターゲットを絞った観光マーケティング事業 3,818 

   キャラクターを活用した観光情報発信事業 898 

   都市部との経済交流サポート事業 1,181 

   市内農水産品に関する情報収集・データベース構築委託事業 877 

   基幹農道安全対策事業 2,866 

   森林環境整備事業 6,000 

渚の駅振興事業 578 

   みなと観光振興事業 1,480 

道路情報管理事業 1,638 

公道の除草作業 4,515 

河川環境基礎調査 19,477 

河川環境改善事業 4,725 

   公園予定地の管理・再生事業 1,658 

   市営住宅管理システム導入事業 197 

   公共下水道水洗化促進事業 1,432 

   ごみの減量化推進事業 1,575 

自己搬入ごみ分別徹底事業補助 1,884 

   博物館収蔵資料整備事業 2,724 

   博物館画像等データベース化事業 1,604 

国民体育大会関連事業 1,871 

   国民体育大会関連事業（事務補助） 1,952 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

６ 農林水産業費 

 １ 農業費 

１ 農業委員会費 42,430 42,202 １ 農地転用規制等農地法の厳正実施を中心として，健全な農地の利用調整を図った。 

(1) 農地法第３条に基づく移動状況及び第４条，第５条の転用状況 

     第３条   ６６件     ６９，７８６㎡ 

     第４条   １１件      ９，２９１㎡ 

     第５条   ９４件     ５０，１１０㎡ 

(2) 農地移動適正化あっせん事業 

     売買     １件      １，９７１㎡ 

２ 農業経営基盤強化促進法による利用権設定の促進を引き続き実施し，農地の集団化による有効利用

を図り，中核的担い手農家の育成に努めた。 

   利用権設定事業 

     新 規   ５３件    ２４３，２５０㎡ 

     再設定   ３７件    １０６，３７３㎡ 

３ 農業者の老後生活の安定・福祉の向上を目的とする農業者年金への加入促進に努めた。 

     新規加入   ４件 

 ３ 農業振興費 19,198 18,035 １ 水田農業構造改革対策の実施に伴い，米の生産過剰を調整するため，稲作から他作物への転作を

図った。 

転作水田現地確認調査員報償金 1,804 

２ 農業振興地域の整備に関する法律に基づき，館山市農業振興地域整備計画の見直しを行った。 

農業振興地域整備計画策定委託料 3,098 

３ 農業用廃プラスチックの処理経費の助成を行い，農村環境の保全と施設園芸の健全な発展を図っ

た。 

廃プラスチック処理対策推進事業補助金 1,209 

４ 生産施設等の整備拡充資金の融資に対し利子補給を行い，農業経営の近代化又は，強化を図った。 

農業近代化資金利子補給金  （継続貸付 １６件） 363 

農業経営基盤強化資金利子補給補助金（継続貸付 １０件） 453 

５ 水稲病害虫防除及び園芸施設・果樹の被災時の軽減を目的に加入する共済保険事業に対し負担額の

一部を助成することにより，農業経営の安定を図った。 

植物防疫事業補助金 532 

農業共済事業補助金 825 
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  ６ 鳥獣による農作物被害を削減するために，防止対策事業及び駆除経費の一部補助を行った。 

有害鳥獣対策事業補助金 413 

有害鳥獣被害防止対策事業補助金 1,033 

７ 都市と農村の交流を促進するグリーンツーリズムの推進による地域の活性化に向けた取り組みにお

いて，簡易な施設整備に要する経費の一部補助を行った。 

地域活性化交流促進施設整備事業補助金 1,000 

８ 中山間地域等直接支払制度を活用し不利な条件にある中山間地域等における農業生産の維持と多面

的機能の確保を図った。 

中山間地域等直接支払交付金 1,921 

 ４ 畜産業費 1,534 1,285 酪農ヘルパー利用料金の一部に助成を行い労働環境の改善，後継者の育成及びヘルパー事業の普及定

着化を図った。 

安房地域酪農ヘルパー利用組合協議会負担金 642 

 ５ 農地費 243,938 242,802 １ 基幹農道（安房グリーンライン）における草刈等の維持管理を委託した。 

農業用道路維持管理委託料 894 

２ 農業生産基盤の維持，改修のため，市内の農家組合に対し，補修用材料の支給を行った。 

農業用施設等補修用材料費 （支給件数 ６９件） 15,174 

３ 山本地区にある大正堰の堤体等の機能の低下に伴い，事業主体である千葉県が維持管理改修を行っ

た事業費の一部を負担した。 

県営ため池等整備事業大正地区負担金 1,307 

４ 優良農地を造成するため，区画整理事業として豊房地区で実施した農用地整備事業における市及び

受益者の負担金を償還した。 

農用地総合整備事業負担金 219,872 

５ 千葉県が実施した安房中央ダムの取水施設改修事業に対し，農業用水の安定供給と安全性の確保を

図るため事業費の一部を負担した。 

県営かんがい排水事業安房中央地区負担金 1,611 

６ 農村環境の保全と質的向上を図るための地域ぐるみでの効果の高い共同活動に対して支援を行っ

た。 

農地・水・環境保全向上対策事業支援交付金（１０地区） 3,171 
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３ 水産業費 ２ 水産業振興費 88,877 84,995 １ 安定した漁獲量の向上を目的に，魚礁の設置を実施した。 

西岬沖漁場整備工事請負費 

鋼製魚礁 ３基  コンクリート魚礁１００基 73,500 

２ 水産資源増殖を目的にあわび・くるまえび・まだい等の放流事業に対し助成を行った。 

東京湾地域栽培漁業推進協議会負担金 375 

あわび種苗放流事業補助金 1,701 

３ 災害による損失補てん等を目的とした漁獲共済に加入した漁業者の自己負担額の一部を助成するこ

とにより，漁業経営の安定を図った。 

漁業共済事業補助金 834 

４ 漁業環境の改善，資源の育成等を目的に市内の漁業協同組合に対して助成を行った。 

東京湾漁業総合対策事業補助金（サザエ種苗放流） 1,250 

 ３ 漁港管理費 8,171 7,989 １ 市営漁港の整備及び適正な維持管理に努めた。 

波左間漁港外５港維持工事請負費 6,581 

２ 漁業生産基盤の維持，改修のため，漁業協同組合に対し，補修用材料の支給を行った。 

漁業施設補修用材料費 1,360 

 ４ 漁港建設費 74,270 73,737 漁業生産基盤である市営漁港の整備工事を実施するとともに，県営漁港における事業に協力し，漁港

機能の増進を図った。 

下原漁港地域再生基盤強化工事請負費 57,360 

（浚渫土 Ｖ＝１２，７００ｍ3  物揚場工 Ｌ＝１０５．０ｍ） 

県営漁港工事負担金（船形漁港・富崎漁港） 6,457 

７ 商工費 

 １ 商工費 

 

２ 商工業振興費 84,794 81,038 １ 中心市街地商店街の低利用建築物を活用した拠点施設の整備を推進するため，千葉大学生や地元商

店主等の連携により，（財）地域活性化センターの助成を受け，セルフリノベーションの手法を活用

し，市街地再開発促進ビル第１号の改修を行った。 18,007 

中心市街地拠点施設改修業務委託料 5,250 

中心市街地拠点施設改修工事請負費 12,757 

２ 経済産業大臣指定の伝統的工芸品である房州うちわの製作技術を研鑽し，継承・発展させることで

地域の伝統的工芸品産業の振興を図るため，房州うちわ振興協議会が行う事業に対して助成を行っ

た。 

房州うちわ振興協議会補助金 291 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  ３ 中小企業者の中でもより資金繰りの困難な小規模事業者を支援するため，小規模事業者経営改善資

金（通称：マル経融資）を受けた事業者への利子補給を行った。 

   小規模事業者経営改善資金利子補給金  ５６件 1,685 

４ 商店会連合会の共同事業，各商店会等の振興，商業環境の整備改善，従業員の福祉対策を図るた

め，館山市商店会連合会に助成を行った。 

   商店会連合会補助金 1,398 

５ 事業資金の融資を受けた中小企業に対し，信用保証料及び利子の補給を行い，資金の確保と経営の

安定を図った。 5,805 

   中小企業融資保証料補給金   ７４件 2,661 

   中小企業融資利子補給金    ８５件 3,144 

６ たばこ税の確保・増収を図るとともに，美化活動事業の実施などマナー向上のための取り組み等を

行う館山たばこ販売組合に助成を行った。 

   館山たばこ販売組合補助金 279 

７ 商工業の振興に関する調査研究や商工業者の研修等中小企業の活性化を図るため，館山商工会議所

に助成を行った。 

   館山商工会議所補助金 7,071 

８ 交流人口の増加・宿泊客の増加を誘引し，地域経済の活性化を図るため，異なる業種の事業者が連

携して実施する，地域食材を活用した館山のオリジナルメニューや商品の開発事業について支援を

行った。 

   新商品開発事業補助金 5,400 

９ 中小企業の経営の安定を図るため，市内の金融機関に資金を預託し，資金融資の円滑化を図った。 

   中小企業融資預託金 40,000 

     市内金融機関   貸付件数（１６件）  貸付金額（71,650） 

10 市民の消費生活の安定と向上を図るため，館山市消費生活コミュニティリーダーを設置委嘱し，地

域に即した消費者保護対策・消費者学習の推進を行い，多種多様化する消費者トラブル防止のため，

協議し活動を行った。 

   消費者対策事業委託料 260 

 ３ 観光費 176,641 157,868 館山市の観光振興を図るため，海浜の環境整備，海水浴場の事故防止及び観光地にふさわしい施設・

環境整備並びに観光宣伝に努めた。 

１ 海岸清掃のため，非常勤職員の雇用や重機等の借上げを行い，年間を通して海浜環境の整備に努め

た。 9,665 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

     海岸清掃等非常勤職員賃金（延べ８７４人） 7,284 

   自動車等借上料（延べ３台） 554 

   海岸ごみ回収委託料（３０カ所） 1,785 

   機械器具費（草刈機１台） 42 

２ 夏期観光安全対策として，監視業務委託，監視船委託，駐車場整理委託，監視所等改修，救護所設

置，遊泳区域区画設備設置，河川滅菌等を行い，海水浴客等の事故防止に努めた。 27,584 

   薬品等購入費（次亜塩素酸ナトリウム溶液注入） 1,031 

   し尿収集手数料（沖ノ島・大賀・塩見・船形） 87 

   海水浴場監視船委託料（４隻） 2,045 

   海水浴場監視委託料（８海水浴場） 17,810 

   遊泳区域区画設備設置委託料（８海水浴場） 698 

   看板製作委託料 195 

   海水浴場準備委託料（注意看板等の設置） 274 

駐車場整理委託料（沖ノ島・北条・相浜） 1,057 

駐車場整理委託料（相浜） 78 

   仮設公衆トイレ賃借料（５基） 485 

   機材等借上料（沖ノ島バッテリー） 11 

   監視所救護所等設置工事請負費 993 

   （救護所３カ所【船形・那古・新井】，監視所放送設備の設置） 

   監視所等改修工事請負費（北条南監視所） 3,062 

   河川維持補修工事請負費（波左間川） 100 

   機械器具費（沖ノ島海水浴場放送設備用機材） 28 

３ 公衆トイレの改築・清掃など観光地・リゾート地としてふさわしい環境整備に努めた。 14,438 

   公衆トイレ設計委託料（新井） 1,239 

   公衆トイレ清掃委託料（２１カ所） 5,157 

   し尿浄化槽維持管理委託料 3,170 

   試験検査手数料（浄化槽検査） 115 

   し尿収集手数料（新井・波左間） 376 

   下水道使用料（地域リーダートイレ・三軒町公衆トイレ・八幡海岸トイレ） 227 

   建物等修繕料（トイレ・休憩所 外） 1,203 

   那古山遊歩道清掃業務委託料 536 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

     集団施設地区管理委託料（見物） 2,415 

４ 観光客誘致のため，北下台周辺の環境整備，観光案内看板の設置や観光マイスターの点字名刺，写

真入名刺，観光パンフレットにより，観光宣伝に努めた。    21,962 

案内看板等設置工事請負費 17,952 

   散策路整備工事請負費 1,932 

印刷費（観光名刺，観光パンフレット等） 1,648 

   南房総観光連盟負担金 325 

   宣伝等広告料 105 

５ 館山駅東口ロータリー，フラワーライン（香～伊戸）に花を植栽し，観光地美化に努めた。 

   観光地美化事業委託料（マリーゴールド，ポピー，菜の花等植栽） 2,539 

６ 地域活性化，文化継承及び観光客誘致のため，観光行事やイベントへの助成を行った。 

   館山市観光行事補助金 11,250 

    補助内訳 館山観光まつり 6,750 

         南総里見まつり 4,500 

７ 観光客誘致につながる観光事業の積極的な展開及び，観光案内や観光客の受入れ態勢の強化を図る

ため，館山市観光協会及び体験交流協会に助成を行った。 9,834 

   館山市観光協会補助金 7,334 

   館山体験交流協会（中間支援機能等支援助成金） 2,500 

８ 「観光立市たてやま」の実現による経済活性化を推進するための民間団体等が行う観光振興に資す

る事業に対して助成を行った。 

   観光振興支援事業補助金  ３事業 4,305 

９ 観光振興の円滑な推進を図るため，観光振興基金へ積み立てた。 

   観光振興基金積立金 24,240 

10 ＩＣＴ（情報通信技術）を利用し，地域資源を整理するとともに，ウォーキングコース案内看板等

に，ＱＲコードを添付し，観光情報の効果的な発信により観光振興を図った。 

   ｅ－地域資源活用事業推進協議会負担金 1,875 

11 館山市の観光振興を図るため，国土交通省や南房総地域３市１町と連携しながら，観光振興事業や

キャンペーン，プロモーション等を実施した。 

(1) 南房総地域観光圏整備推進協議会によって，広域連携による様々な事業を実施し，観光客誘致や

滞在促進に努めた。 

    南房総地域観光圏整備推進協議会負担金 7,076 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  (2) 観光客の誘致及び滞在時間の延長を目的としたツアーやプロモーションを実施した。 

    宿泊・滞在型観光推進協議会負担金 1,100 

(3) 観光プロモーション推進活動を行うＮＰＯ等の団体が行う公益事業に対して資金の貸付を行っ

た。 

    館山市観光プロモーション活動推進事業資金貸付金 7,600 

12 客船「にっぽん丸」・「ぱしふぃっくびいなす」・「おがさわら丸」の寄港及び「高速ジェット船｣

の季節運航に伴い，地域の活性化と観光館山のＰＲを図るために，市民ぐるみの歓迎行事を行った。 

客船等歓迎行事委託料 2,802 

８ 土木費 

１ 土木管理費 

１ 土木総務費 

 

112,345 111,201 法定外公共物の譲与や用途廃止について，データの更新を行った。 

法定外公共物管理図補正委託料 420 

２ 道路橋梁費 １ 道路橋梁総務費 38,928 38,905 道路法に基づく道路台帳整備を図るため，調書及び平面図の経年変化修正を行った。 

道路台帳修正等委託料 2,573 

市道の未登記処理や寄付を受ける際の用地測量及び分筆登記を行った。 

用地測量及び分筆登記委託料 174 

 ２ 道路維持費 76,869 60,175 道路側溝及び舗装等の補修工事を実施するとともに，地区住民の協力を得て道路の維持に努め，道路

機能の保全を図った。 

１ 市道清掃等管理委託料 8,109 

(1) 清掃等管理委託    ５カ所 2,643 

(2) 植栽管理委託      ５カ所 5,466 

２ 道路維持補修工事請負費 23,981 

(1) 道路舗装工事    １５カ所 1,485 

(2) 道路排水工事    １０カ所 894 

(3) 道路維持工事    ３８カ所 21,602 

３ 排水路整備工事請負費 14,494 

４ 原材料費 10,812 

 生コンクリート，砕石，アスファルト合材，Ｕ字溝，グレーチング等 

 ３ 道路新設改良費 345,988 311,494 市道の改良等に伴う測量，調査，設計並びに改良工事，排水整備工事，舗装補修工事等を行い，生活

環境及び道路機能の向上を図った。 

１ 測量調査委託料 27,603 

(1) 家屋調査業務委託料 市道１０９５号線（北条地内） 378 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

    (2) 資材価格等調査業務委託料 市道３０１６号線（新宿・北条地内） 377 

 (3) 路線測量設計等委託料 市道３１８号線外３線（大賀地内外） 3,157 

 (4) 不動産鑑定委託料 市道１０８９号線外２線（北条地内外） 346 

 (5) 測量調査等委託料 市道８０４３号線外１線（二子地内外） 11,138 

(6) 排水路設計等委託料 市道８０４３号線（稲地内） 1,250 

(7) 道路設計等委託料 市道８０４３号線（二子地内外） 10,957 

２ 工事請負費 278,828 

(1) 道路改良工事 151,909 

延長（ｍ） 

市道７０３３号線外４線（神余地内外）  １２２９．６ 98,896 

市道１０９５号線（北条・八幡地内）    ７０．０ 37,039 

市道１０８９号線外２線（北条地内外）    １０６．０ 15,974 

(2) 道路排水整備工事 46,609 

                        延長（ｍ） 

市道４０４２号線外３線（洲崎地内外）  ６８７．９ 46,609 

(3) 道路舗装補修工事 53,570 

延長（ｍ） 

市道３０１６号線外１線（船形地内外） １１７２．０ 53,570 

(4) 排水路整備工事 26,740 

延長（ｍ） 

館山工業団地地区外排水路（稲地内）   ４０５．０ 26,740 

３ 道路用地購入費 1,867 

市道３１８号線外２線（大賀地内外） 1,867 

４ 地下埋設物等移設補償費 1,799 

市道１０９５号線 1,799 

 ４ 橋梁費 100,180 38,930 安全・円滑な交通を確保するため，老朽化が進んでいる橋梁に平行する人道橋の設置工事を実施し

た。また，橋長１５ｍ以上の橋梁の長寿命化修繕計画の策定を委託した。 

１ 橋梁調査委託料  3,150 

橋梁長寿命化修繕計画策定委託 

（橋長１５ｍ以上 １８橋） 3,150 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  ２ 橋梁整備工事請負費  35,780 

    汐入橋人道橋新設工事 

    （Ｌ＝４７．５ｍ，Ｗ＝３．０ｍ） 35,780 

３ 河川費 １ 河川総務費 27,408 25,363 大雨時の浸水被害の解消及び護岸等構造物の安全性を確保するため，河川改修工事を行い生活環境の

改善に努めた。 

１ 河川護岸工事請負費 14,243 

準用河川どんどん川河川改良工事（川名地内） 

  （Ｌ＝６３．８ｍ） 

２ 河川維持補修工事請負費 11,120 

      普通河川作名川河川護岸補修工事 外８件（山荻地内外） 

４ 港湾費 １ 港湾管理費 227,938 227,231 １ 社会資本整備総合交付金を活用し，多目的観光桟橋基部において館山港交流拠点の整備を行った。 

館山港交流拠点整備設計監理委託料 3,539 

館山港交流拠点整備工事請負費（港湾緑地整備，プロムナード建設） 218,915 

２ 千葉県事業による館山港臨港道路整備事業に係る地元負担金を支出した。 

館山港修築工事負担金 3,150 

２ 街路事業費 392,592 332,677 都市計画道路船形館山港線の道路改良工事等を行い，街路事業の推進を図った。 

   船形館山港線道路改良工事請負費 261,985 

    道路改良工事   （Ｌ＝４８２ｍ） 

    電線共同溝整備工事（Ｌ＝４８２ｍ） 

    道路照明工事 （Ｌ＝１，２７０ｍ） 

    歩道整備工事    （Ｌ＝９５ｍ） 

３ 都市下水路費 27,224 15,919 雨水排水路等の整備事業や維持管理を行うことにより，生活環境の改善に努めた。 

雨水排水路等清掃委託料 918 

雨水排水路等整備工事請負費（大賀排水路改良工事 Ｌ＝１９．７ｍ） 11,794 

雨水排水路等修繕工事請負費 1,964 

５ 都市計画費 

４ 公園費 60,285 55,052 都市公園等の整備事業や適切な維持管理を行うことにより，公園利用者の安全と利便性を図った。 

公園維持管理等委託料 4,874 

公園整備工事請負費（赤山地下壕跡園路等整備工事 外３件） 17,067 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

６ 住宅費 １ 住宅管理費 23,347 10,558 １ 市営住宅の適正な維持管理を行い，耐用年限の延伸を図るとともに，公営住宅事業推進のため居住

環境の整備に努めた。 

建物等修繕料（萱野団地外６団地） 4,123 

工事請負費 

市営住宅解体工事請負費（大賀住宅２棟） 1,434 

市営住宅補修用材料費 148 

２ 木造住宅の耐震性に対する市民意識の向上を図り，震災に強いまちづくりの推進に努めた。 

木造住宅耐震診断費助成事業 68 

１ 常備消防費 792,292 792,292 広域消防体制の整備充実を図るため，消防職員の資質の向上及び消防機器等の整備充実に努めた。 

   安房郡市広域市町村圏事務組合消防費負担金 792,292 

   （内，安房郡市消防本部・館山消防署庁舎建設分負担金 6,884） 

２ 非常備消防費 62,587 60,736 市民の生命，身体及び財産を守るため，常備消防と一体となり，総合的な消防力を発揮すべく訓練等

の教育を実施するとともに，防火思想の普及及び設備の充実に努めた。 

１ 消防団員報酬及び福利厚生 

   消防団員報酬（３７１人） 14,591 

   消防団員等公務災害補償等共済制度負担金 8,467 

２ 火災出動，火災警戒，技術整備点検作業及び訓練等 14,203 

３ 機械器具等の整備 

   ポンプ自動車等の修繕 3,631 

   機械器具の購入 485 

   被服等購入 1,275 

９ 消防費 

 １ 消防費 

３ 消防施設費 40,092 35,479 消防設備の整備を行い，消防力の充実を図った。 

   消防団ポンプ車の購入        １台  第５分団第１１部（館山地区） 16,296 

   消火栓新設             ２基  那古地区，塩見地区 822 

   消火栓修繕             ６カ所 相浜地区外 1,039 

   詰所改築工事設計委託料       １カ所 第５分団第１２部（宮城地区） 777 

   消防団詰所改築工事監理業務委託料  １カ所 同上 1,042 

   消防団詰所改築工事請負費      １カ所 同上 14,805 

   詰所修繕工事請負費         １カ所 第２分団第５部（亀ヶ原地区） 698 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

10 教育費 

 １ 教育総務費 

２ 事務局費 293,732 291,090 １ 小中学校等に特別支援教育学習支援員を派遣し，様々な障害を持つ児童生徒に対する学習支援を

行った。 

非常勤職員賃金 11,272 

２ 園児・児童・生徒に対し食事に関する正しい理解と望ましい食習慣を身につけさせ，食生活の合理

化，栄養の改善及び健康の増進を図った。 

館山市及び南房総市学校給食組合分担金 155,236 

３ 平成２２年度末に解散した館山市及び南房総市学校給食組合の解散協議に伴う清算金を南房総市に

支払った。 

館山市及び南房総市学校給食組合解散に伴う清算金（南房総市への支払分） 6,713 

２ 小学校費 １ 学校管理費 147,719 124,392 １ 小学校の運営及び校舎等の施設・設備の維持管理等，教育環境の整備に努めた。 

 (1) 需用費 54,194 

船形小    704     那古小  1,024     北条小  2,142 

館山小  1,680     西岬小    731     神戸小    870 

    富崎小    415     神余小    520     豊房小    662 

    館野小    865     九重小    824     全体   43,757 

 (2) 工事請負費 17,337 

    小学校プールろ過装置修繕工事（９校分） 2,465 

    館山小学校図書室空調機設置工事 2,415 

    那古小学校体育館トイレ改修工事 5,406 

館野小学校体育館屋根防水改修工事 4,935 

神戸小学校図書室空調機設置工事 2,116 

２ 校用器具の整備充実に努めた。  

備品購入費 2,617 

    船形小    307     那古小    299     北条小  1,085 

    館山小    190     西岬小    276     神戸小     82 

    富崎小     67     神余小     76     豊房小    160 

    館野小     39     九重小    36      

３ 西岬小学校の遠距離通学児童に対し，通学費を補助し，保護者負担の軽減を図った。 

   遠距離通学児童通学費補助金 747 

    ２㎞以上４㎞未満  ２０人   ４㎞以上  ３５人 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  ４ 生活習慣病の小児期からの対応を充実するため，小学校５年生の希望者を対象に検診を実施し，疾

病の未然防止に努めた。 対象：４２４人  受診：４０８人 

生活習慣病予防検診委託料 1,218 

 ２ 教育振興費 53,152 36,803 １ 学校教材器具の整備充実に努めた。 

備品購入費 12,895 

（教材用備品） 7,737                       

    船形小  543   西岬小  470   豊房小   512 

    那古小  792   神戸小  650   館野小   544 

    北条小 1,304   富崎小  158   九重小   456 

    館山小 1,199   神余小   366     その他     743 

    （教育用ＰＣ） 5,158 

    船形小２３台 西岬小 ９台 神戸小１８台 富崎小 ４台 

神余小 １台 豊房小１２台 館野小２０台 九重小１３台 

２ 経済的な理由により就学困難な児童が，円滑に義務教育を受けられるよう必要な援助を行った。 

(1) 要保護及び準要保護児童援助費 9,407 

ア 学用品費等       １５２人 1,788 

イ 校外活動費        １３２人 171 

ウ 修学旅行費         ３７人 793 

エ 新入学児童学用品費     １４人 279 

オ 通学費           ０人 0 

カ 医療費          ４０人 310 

キ 給食費         １５１人 6,066 

(2) 特別支援教育就学奨励費   ３７人 1,013 

３ 中学校費 １ 学校管理費 92,579 82,293 １ 中学校の運営及び校舎等の施設・設備の維持管理等，教育環境の整備に努めた。 

(1) 需用費 27,588 

     一中 1,204  二中 1,568  三中 1,959  房南中  804   全体 22,053 

(2) 工事請負費 1,202 

中学校プールろ過装置修繕工事（房南中） 257 

第三中学校保健室空調機交換工事 945 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  ２ 校用器具の整備充実に努めた。 

備品購入費 684 

一中 52   二中 191   三中 243   房南中 198    

３ 第二中学校（畑地区及び神余地区）及び第三中学校（九重地区）へ通学する生徒に対し，スクール

バスを運行し，通学の利便を図った。 

スクールバス運行委託料 22,602 

４ 西岬地区から路線バスを利用し，第二中学校へ通学する生徒に対し，通学定期運賃の一部補助を行

い，また通学距離が４㎞以上６㎞未満の豊房地区から第二中学校及び館野地区から第三中学校へ自転

車で通学する生徒に対し，その購入費を補助し，保護者負担の軽減を図った。 

遠距離通学生徒通学費補助金 6,125 

西岬地区（４８人） 豊房地区（２６人） 館野地区（３０人） 

５ 生活習慣病の小児期からの対応を充実するため，中学校２年生の希望者を対象に検診を実施し，疾

病の未然防止に努めた。 対象：４１７人  受診：３９４人 

生活習慣病予防検診委託料 1,176 

 ２ 教育振興費 36,913 32,965 １ 国際感覚豊かな児童・生徒の育成のために，外国語指導助手（ＡＬＴ）の派遣を民間事業者に委託

し，国際理解教育の推進を図った。 

ＡＬＴ派遣業務委託料 3,465 

２ 学校教材器具の整備充実に努めた。 

備品購入費（教材用備品） 4,414 

一中 841  二中 1,227  三中 1,088  房南中 637  その他 621   

３ 経済的な理由により就学困難な生徒が，円滑に義務教育を受けられるよう必要な援助を行った。 

(1) 要保護及び準要保護生徒援助費 10,878 

ア 学用品費等       １１３人 2,463 

イ 校外活動費        ６９人 115 

ウ 修学旅行費        ３９人 1,494 

エ 新入学生徒学用品費    ３８人 870 

オ 通学費           ０人 0 

カ 医療費          ２８人 365 

キ 給食費         １１０人 5,508 

ク 体育用品費        １４人 63 

(2) 特別支援教育就学奨励費   １５人 721 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

 ３ 学校建設費 43,187 43,187 工事請負費 43,187 

１ 第一中学校の校舎屋上に太陽光発電設備（１０ＫＷ）を設置する工事を行った。 

第一中学校太陽光発電導入工事 10,677 

２ 第二中学校の浄化槽を廃止し，排水を公共下水道に接続する工事を行った。 

第二中学校公共下水道接続工事 21,526 

３ 第三中学校の校舎屋上に太陽光発電設備（１０ＫＷ）を設置する工事を行った。 

第三中学校太陽光発電導入工事 10,984 

４ 幼稚園費 １ 幼稚園費 207,452 187,656 １ 幼稚園の運営及び園舎等の施設・整備の維持管理等，教育環境の整備に努めた。 

需用費 6,817 

    船形幼   242    那古幼  310    北条幼  772 

    館山幼   455    西岬幼  153    豊房幼  199 

    館野幼  199    九重幼  203    全体  4,284 

２ 園用器具の整備充実に努めた。 

備品購入費 3,750 

    船形幼  293    那古幼  434    北条幼  899 

    館山幼  901    西岬幼  252    豊房幼  339 

    館野幼  355    九重幼  277 

３ 私立幼稚園の設置者が，保護者から徴収する入園料・保育料を減免した場合に，その減免分を補助

することにより，幼稚園経営の安定化を図った。 

   幼稚園就園奨励費補助金 1,049 

    就園奨励費 １３人  949 

    園具・教材助成    100 

５ 社会教育費 １ 社会教育総務費 168,756 165,562 １ 社会教育 

子どもの学校外活動の充実や，居場所づくりの推進，社会教育団体への助成を行い，学社融合及び

ふるさと学習の推進を図った。 

(1) 放課後こども教室の設置 

   子どもの安全・安心な居場所を設け，地域住民の参画を得て，子ども達に勉強やスポーツ・文化

活動等を実施し，豊かな体験の場作りを推進するため「放課後子ども教室」を９小学校にて実施し

た。 1,821 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  (2) 社会教育関係団体等への助成 

各種社会教育関係団体等に助成し，活動の推進を図った。 

館山市子ども会育成会連絡協議会助成金 192 

館山ユネスコ協会育成助成金 45 

あわ夢まつり補助金 611 

館山市ＰＴＡ連絡協議会助成金 71 

ボーイスカウト・ガールスカウト育成助成金 95 

２ 青少年の健全育成 

青少年が自主性と社会性を備え，心身ともにたくましく成長するよう，明るい家庭環境づくりを目

指し，地域及び関係団体と協力して青少年健全育成運動の展開に努めた。また，児童遊園について，

安全で安心な遊び場を提供し，児童の健康増進に努めた。 

(1) 青少年健全育成団体補助                                 

青少年育成団体へ助成して，球技大会等の事業を開催し，青少年の健全育成に努めた。 

    青少年相談員連絡協議会補助金 1,922 

(2) 児童遊園の整備 

児童遊園に設置している遊具の更新，保守点検及び修繕等を実施した。 652 

３ 地区花壇植栽事業                                                         

地域ボランティアの参画により，市内２６カ所の地区花壇に年２回花苗を植栽し，環境美化の推進

に努めた。 1,341 

 ２  公民館費 35,494 30,281 いつでも，どこでも,だれでも楽しく学習し，成果が社会に活かされる生涯学習の拠点として，市民を

対象とした各種の事業を開催し，生涯学習の推進を図った。 

生涯学習講座講師等謝礼 2,099 

１ 中央公民館生涯学習講座 

中央公民館は，市内の中核的生涯学習施設としての機能と役割を担い，ふるさと学習の推進，生涯

学習機会の充実及び家庭教育への支援充実を図るため，各種講座事業を実施し，住民の知識や教養，

生活文化の向上に努めた。 

(1) 成人事業         ７講座  ２２回  １，０６１人 

(2) 家庭教育事業       ４講座  ８７回  ３，２２３人 

(3) 青少年事業        ６講座  ３６回    ６４１人 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  ２ 地区公民館生涯学習講座 

各地域の生涯学習の拠点として，地域に根差した特色のある各種講座・教室，行事を実施し，青少

年の健全育成及び地区住民の知識や教養，生活文化の向上に努めた。 

(1) 館山地区公民館     １７講座  ４７回    ６３０人 

(2) 北条地区公民館       ７講座  ３５回    ５７９人 

(3) 那古地区公民館     １８講座  ２９回    ４１３人 

(4) 船形地区公民館     １１講座  ２７回    ２７８人 

(5) 西岬地区公民館      ９講座  ２０回    ２２３人 

(6) 神戸地区公民館     １２講座  ３４回    ４０８人 

(7) 富崎地区公民館     １０講座  ２６回    ５９３人 

 (8) 豊房地区公民館     １０講座  ２５回    ３２８人 

(9) 館野地区公民館     ２３講座  ３５回    ５２８人 

 (10)九重地区公民館     １３講座  ４５回    ６８１人 

３ 総合事業 

成人式 

成人に達した市民を対象に心身の健全な成長を願い，社会人としての自覚と認識を深めてもらう

とともに門出を祝福するため，成人式を実施した。 

開催日：平成２３年１月９日（日） 

会 場：千葉県南総文化ホール大ホール 

参加者：対象者４３６人 出席者３５２人 出席率 ８０．７％ 

４ 地区公民館の適正な管理運営を図り，利用者へのサービスの向上及び利用促進に努めた。 

 (1) 地区公民館利用状況 

ア 館山地区公民館    １，０８１件  １７，８１３人 

イ 那古地区公民館      ５３１件   ６，４０４人 

ウ 船形地区公民館      ４７９件   ３，９９８人 

エ 西岬地区公民館      ５１８件   ５，９７７人 

オ 西岬地区公民館分館    ２４１件   ２，３７７人 

カ 神戸地区公民館      ３５５件   ６，１３２人 

キ 富崎地区公民館      ２８３件   ４，０２０人 

ク 豊房地区公民館      ４３９件   ４，２９６人 

ケ 館野地区公民館      ７８４件  １０，５１２人 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  コ 九重地区公民館      ３５５件   ４，４５２人 

      合  計      ５，０６６件  ６５，９８１人 

※ 北条地区公民館（菜の花ホールとして計上） ３，３７９件  ４０，４５１人 

(2) 地区公民館施設管理 

西岬地区公民館トイレ屋根防水工事 756 

建物等修繕料 1,332 

地区公民館整備設計委託料 361 

５ 生涯学習推進バスの運行 

生涯学習の推進を図るため，生涯学習推進バスの運行を行った。 

平成２２年度実績 運行件数 １７３件 利用人数 ３，８４８人 走行距離 １４，４２９㎞ 

 ３ 図書館費 34,852 20,172 市民の調査・研究等生涯学習の推進を図るため，利用しやすい図書館を目指し，図書館サービスの向

上に努めた。 

１ 市民の多様な読書要求や学習要求に応えるため，資料の充実に努めた。 

   図書 ２，９２７冊（一般書２，１８１冊・児童書７４６冊） 

   視聴覚資料 ３０点   新聞 １０紙   雑誌 ３５誌 

２ 遠隔地の市民を対象に読書普及を図るため，移動図書館車「わかしお号」を運行した。また，イン

ターネットで所蔵資料の公開及び予約を行う等，図書の利用拡大に努めた。 

   資料貸出点数 １５０，９４１点（内移動図書館 １１，８９９点） 

３ 乳児・幼児・児童を対象に豊かな創造力と言語力を育ててもらうため，おはなし会等を開催し，読

書普及に努めた。 

(1) おはなし会   （児童向け） ３８回（延べ  ７６３人） 

(2) おはなし会   （幼児向け） １０回（延べ  １５６人） 

(3) わらべうたの会（乳幼児向け） ２０回（延べ  ３５９人） 

４ 市民の生涯学習を支援し，文化活動を支えるため，文化的事業を開催し，併せて図書館の利用増進

に努めた。 

   製本講座      ２回（延べ  ４０人） 

 ４ 文化振興費 8,771 6,834 １ 文化の継承と振興 

芸術文化の振興を図るため，芸術文化の学習・鑑賞の機会を提供するとともに，館山市文化祭な

ど，市民の発表の機会を提供し，文化活動の支援を行った。 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  (1) 全国大学フラメンコフェスティバルの開催                         

交流の促進に向けた多様な文化の創造と，ふるさと館山の魅力づくりを積極的に進めていくこと

を目的に，南総文化ホ－ルを会場にフラメンコフェスティバルを開催した。 

全国大学フラメンコフェスティバル委託料 1,813 

(2) 文化祭の開催                                 

「文化の日」を記念して，館山市芸術文化協会・館山市教育振興会による芸術文化活動の成果を

一般に公開した。 

館山市芸術文化協会補助金 1,418 

(3) 文化関係団体への助成 

   各種文化関係団体に助成し，活動の推進を図った。 

館山市文化財保護協会補助金 95 

館山音楽鑑賞協会補助金 630 

城山公園茶室月釜等開設事業補助金 81 

指定文化財活用事業補助金 100 

天然記念物保存管理事業補助金 199 

２ 文化財の保護と活用 

文化財の保存と活用を図るため，指定文化財の管理・普及を行うとともに，史跡調査を行った。 

(1) 文化財説明看板設置事業 

指定文化財説明看板（重要文化財２基・県指定１基・市指定１基）の設置を行った。 

看板作製委託料 386 

(2) 安房国分寺跡確認調査事業 1,191 

市内の重要遺跡である安房国分寺跡の範囲確認を行い，実態を把握し，その保護・活用を図るため

の発掘調査を実施し，報告書を刊行した。 

 ６ 博物館費 324,926 318,851 １ 館山の海の魅力が体験できる教育施設として，旧安房博物館敷地内の水族館（海辺の広場）を再整

備した。 

   建築物工事完了検査手数料 155 

   水族館建設工事設計委託料 19,950 

   水族館建設工事監理委託料 8,100 

   水族館建設工事請負費（ＲＣ造 地上 1階地下 1階 ５３８．３７㎡） 235,000 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  ２ 平成２１年４月に県から移譲を受けた旧安房博物館を，平成２３年２月５日に館山市立博物館分館

として開館し，本館・館山城，分館の３館で，「戦国武将里見氏」，「南総里見八犬伝」及び「房総

半島の漁撈用具」をメインテーマに，これを系統的に常設展示するとともに，特別展等及び講座・教

室等の博物館事業を開催し，教養の向上，文化の振興に努めた｡ 

  総入館者数（本館・館山城）     ５５，８８３人 

       （分館）          １，８０３人（平成２３年２月５日～３月３１日） 

(1) 博物館事業の開催 

ア 特別展等の開催 

特別展「安房の雨乞い・かっこ舞」，企画展「唐棧織の世界－舶来の伝統工芸品－」，出土遺物

巡回展「房総発掘ものがたり 北から西から海路から－房総三万年の交流－」，収蔵展「第２７回

岩崎巴人展」，「万祝－万祝の美－」Ｖｏｌ．２，「第１９回収蔵資料展 郷土の歴史と人々の暮

らしを伝える」を本館で，分館で開館記念企画展「館山市立博物館収蔵美術品展」を開催した。 

印刷費 1,261 

運搬料 496 

イ 講座・教室等の開催 

歴史講座｢八犬伝の原典を読む会｣，「わたしの町の歴史探訪」，歴史体験教室「八犬伝のうちわ

づくり」，「甲冑を着よう」，ギャラリートーク「唐棧織を語る」，ワークショップ「唐棧織の糸

を染める」，「特別展・企画展講演会」，「特別展・企画展展示解説会」，「特別展実演会」を開

催した。 

講座・教室         開催回数  ８０回   参加者数  延９４７人 

展示関連事業        開催回数  １０回   参加者数  延３０９人 

(2) 博物館資料の充実 

館山市を中心とした安房地方の歴史・民俗資料等を購入し，展示・研究資料の充実を図った｡ま

た，収蔵資料の適正な環境管理を図るため，博物館分館の燻蒸作業を実施した。 

展示資料購入費（海防資料９点，観光資料４９点，産業資料１点，唐桟織２点） 883 

展示資料保険料 935 

燻蒸業務委託料 4,326 

(3) 施設の整備・改修 

博物館本館・分館の施設管理と運営を適正に行うため，施設の整備・改修を実施した。 

博物館本館クスノキ剪定等工事 347 

博物館本館建物等修繕工事 1,050 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  博物館本館歴史展示室消火設備改修工事 640 

博物館分館 ITV 設備修繕工事 1,260 

博物館分館展示台改修工事 683 

６ 保健体育費 

 

１ 保健体育総務費 

 

145,712 143,899 生涯スポーツの振興を図るため，スポーツイベントの開催や市民スポーツ活動の支援など，スポー

ツ・レクリエーション活動の推進に努めた。 

１ 第３１回館山若潮マラソン大会の開催 

  市民の体力づくり意識の高揚と観光都市としての発展を図るため，館山市体育協会に委託し平成 

２３年１月３０日市民運動場を主会場に，フルマラソン，１０ｋｍ及び２ｋｍ（ファミリー）の３種

目を行った。 

    申込人数 ９，４７０人 参加人数 ８，３０８人 

館山若潮マラソン大会委託料 29,083 

２ 学校体育施設の開放 

小中学校の体育館，武道館，グラウンド及びプールを開放し，バレーボール，剣道，卓球，バス

ケットボール，水泳等一般市民の利用に供し，生涯スポーツの振興を図った。 

    体育館（１３校 ４，２９４回） 武道館（２校 ４４９回） 

グラウンド（１０校 ８２８回） プール（１１校 ２２２回） 

学校体育施設開放委託料 418 

３ 小中学校体育の振興 

児童生徒の体育振興のため，館山市小中学校体育振興会に委託し，運動能力の向上と部活動の推進

に努めた。 

千葉県中学校総合体育大会及び県新人戦には，陸上，水泳，剣道，柔道をはじめ数多くの種目に出

場し，多くの種目で上位入賞するなど成果をあげた。 

   小中学校体育振興委託料 7,480 

４ 体育指導委員の活動 

２２人の体育指導委員が，地域又は市の社会体育事業に積極的に協力し，市民スポーツ活動のリー

ダーとして社会体育の振興に努めた。 

   体育指導委員報酬 792 

５ 体育協会の強化育成 

  加盟２４団体の自主的かつ積極的な活動を支援し，市民スポーツの底辺拡大と指導者育成，競技力

の向上に努めた。 

   館山市体育協会補助金 2,997 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

  ６ スポーツ少年団の育成 

  ２８団体，指導者１５０人，登録団員５７１人の県下有数のスポーツ少年団として，各種大会や交

流会，研修会などを実施し，青少年のスポーツ普及と健全育成に努めた。 

   スポーツ少年団育成補助金 1,245 

７ 婦人スポーツクラブの育成 

健康管理と体力づくりに励むとともに，交流の場づくりのため，５団体で組織するスポーツクラブ

の育成に努めた。 

   館山市婦人スポーツクラブ補助金 243 

 ２ 体育施設費 64,244 56,734 市民の生涯スポーツ・競技スポーツの活動の場として，また，スポーツ合宿等での利用促進のため，

社会体育施設等の適切な維持管理と整備・改修を行った。 

社会体育施設等の利用状況(利用者数) 

   ５０メートルプール   ６，９８４人 

   温水プール      ２３，９５８人 

   市民運動場      ４３，６５０人 

   第一柔剣道場      ６，５４０人 

市民体育館      １２，８３６人 

   弓道場・遠的射場    ３，２５５人 

  出野尾多目的運動広場 １４，９８９人 

  社会体育施設等の整備・改修 

   市民体育館公共下水道接続工事請負費 2,363 

   市民体育館施設等改修工事請負費 893 

   出野尾多目的運動広場施設等改修工事請負費 6,741 

 ３ 国体費 

 

88,524 88,191 第６５回国民体育大会「ゆめ半島千葉国体」の軟式野球競技及び剣道競技を開催するとともに選手の

育成強化に努めた。 

１ 第６５回国民体育大会の開催 

  「ゆめ半島千葉国体館山市実行委員会」へ助成し，館山市における開催準備及び運営の円滑な推進

を図った。 

   国民体育大会館山市実行委員会助成金 87,431 

２ 選手強化 

  小中学生の剣道のレベルアップを図るため，館山剣道連盟に委託して合同練習会及び合同遠征を実

施した。 

－47－



  

 

  

  

  

款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

      市内小学生・中学生強化合同練習会 １０回開催 小中学生・指導者 延べ４００名参加 

    市内中学生剣道強化合同遠征（銚子市） 中学校１，２年生・指導者    １９名参加 

   選手強化委託料 146 

３ 第１１回若潮旗争奪関東中学生剣道大会の開催 

関東規模の大会を共催し，中学生剣道の振興・発展に努めるとともに，地域の振興に寄与した。 

   参加チーム 男子 ４７チーム  女子 ４３チーム 

   若潮旗争奪関東中学生剣道大会開催委託料 250 

４ 第６回若潮旗争奪千葉県小学生剣道大会（第５２回館山市青少年健全育成剣道大会）の開催 

県内小学生及び郡内中学生を対象とした大会を主催し，小・中学生剣道の振興・発展に努めるとと

もに，地域の振興に寄与した。 

   参加チーム 小学生男子 ３４チーム  女子 １８チーム 

         中学生男子 １４チーム  女子 １１チーム 

   若潮旗争奪千葉県小学生剣道大会開催委託料 320 

11 災害復旧費 

 １ 農業施設災

害復旧費 

１ 農業施設災害復

旧費 

6,262 3,324 １ 災害により被災した農業用施設を復旧するために重機の貸出しを行った。 

   自動車等借上料 364 

２ 災害により被災した農業用施設を復旧するために工事を実施した。 

   農業施設災害復旧工事請負費 2,230 

３ 災害により被災した農業用施設を復旧するために資材交付を行った。 

   農業施設災害補修用材料費 （申請件数 １８件） 730 

２ 土木施設災

害復旧費 

１ 土木施設災害復

旧費 

63,592 38,595 台風や豪雨により被災した道路や河川などの復旧を図った。 

１ 道路・河川災害復旧測量設計業務委託料 2,592 

河川災害測量業務委託 （普通河川長田川）  外８件 2,592 

２ 道路・河川災害復旧工事請負費 36,003 

      道路災害復旧工事 市道７０２２号線（畑）  外２０カ所 10,465 

河川災害復旧工事 普通河川笠沼川（古茂口） 外１６カ所 25,538 
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国民健康保険特別会計 （単位 千円） 
款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

１ 一般被保険者療

養給付費 

3,566,837 3,487,389

２ 退職被保険者等

療養給付費 

281,298 246,521

１ 被保険者の疾病，負傷に対して適正な保険給付を行った｡ 

(1) 療養給付費の状況  

総件数          ２６２，３４４件 

費用額 5,144,027 

給付額 3,733,910 

(2) 療養給付費（費用額）の内訳 

入 院（食事を含む）    ３，７０４件 1,815,529 

入院外         １４４，１２４件 2,108,594 

歯 科          ３０，２７６件 389,391 

調 剤          ８４，２４０件 830,513 

一人当たり費用額    ２８５，０６７円 

２ 診療報酬明細書を点検し，給付の適正に努めた｡ 

(1) 医療機関に返還を求めたもの 23,606 

(2) 被保険者から給付費の返還を求めたもの 192 

(3) 第三者行為による請求に基づくもの 2,174 

３ 一般被保険者療

養費 

33,162 33,162

２ 保険給付費 

 １ 療養諸費 

４ 退職被保険者等

療養費 

2,731 2,731

療養費の状況 

総件数      ４，５６６件 

支給額 35,893 

１ 一般被保険者高

額療養費 

391,863 385,046２ 高額療養費 

２ 退職被保険者等

高額療養費 

36,454 22,410

高額療養費の状況 

  総件数      ６，９３９件 

  支給額 407,456 

４ 葬祭費 

 

１ 葬祭費 7,500 5,500 一件当たり支給額 50 １１０件 

５ 出産育児諸費

 

１ 出産育児一時金 37,800 28,140 一件当たり支給額 420  ６７件 

３ 後期高齢者支援

 金等 

 １ 後期高齢者支

援金等 

１ 後期高齢者支援 

金 

740,503 740,422 平成２２年度概算額 810,138 

平成２０年度分精算額 △69,716 

  計 740,422 

４ 前期高齢者納付

 金等 

 １ 前期高齢者納

  付金等 

１ 前期高齢者納付 

金 

1,269 1,192 平成２２年度概算額 1,843 

平成２０年度分精算額 △651 

  計 1,192 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

５ 老人保健拠出金

１ 老人保健拠出

金 

１ 老人保健医療費

拠出金 

 

13,729 13,715 平成２０年度分精算額 13,715 

６ 介護納付金 

１ 介護納付金 

１ 介護納付金 358,064 358,063 平成２２年度概算額 397,837 

平成２０年度分精算額 △39,774 

  計 358,063 

８ 保健事業費 

 １ 特定健康診査

  等事業費 

１ 特定健康診査等 

事業費 

32,003 25,203 糖尿病その他生活習慣病に関する健康診査を実施し，その結果，生活習慣改善の必要がある者に対

し，専門的知識及び技術を有する者により，保健指導を行った。 
  健康診査委託料 22,219 

２ 保健事業費 ２ 疾病予防費 7,581 5,507  国保保健事業を実施し，被保険者の健康保持増進を図った。 

   人間ドック補助 4,594 

 
 
 
老人保健特別会計   （単位 千円） 

款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

1  医療諸費 

 １ 医療諸費 

２ 医療費支給費 81 80 総件数          ２５件    支給額       80 

２ 諸支出金 

２ 繰出金 

１ 繰出金 1,056 1,054 平成２１年度医療費の精算に伴い，市立替金を一般会計へ返還した。 

  一般会計繰出金 1,054 

 
 
 
後期高齢者医療特別会計   （単位 千円） 

款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

２ 後期高齢者医療

広域連合納付金 

１ 後期高齢者医

療広域連合納付

金 

１ 後期高齢者医療

広域連合納付金 

559,186 511,994  後期高齢者医療保険料及び保険基盤安定繰入金を千葉県後期高齢者医療広域連合へ納付した。 

１ 後期高齢者医療保険料 403,441 

２ 保険基盤安定繰入金 108,553 

 

－50－



 
 

 

 

 介護保険特別会計                                                                     （単位 千円） 
款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

２ 保険給付費 

 １ 介護サービス

等諸費 

１ 居宅介護サー

ビス等給付費 

3,470,322 3,435,253  要介護１～５と認定された被保険者に対して適正な保険給付を行った。 

１ 居宅介護サービス給付費 

             総件数  ３２，４６１件     給付額 1,490,613 

２ 地域密着型介護サービス給付費 

             総件数   １，９９７件     給付額 317,525 

３ 施設介護サービス給付費 

総件数   ５，４０７件     給付額 1,424,492 

４ 居宅介護福祉用具購入費 

             総件数     １９５件     給付額 4,319 

５ 居宅介護住宅改修費 

             総件数     １０１件     給付額 11,076 

６ 居宅介護サービス計画給付費 

             総件数  １４，８１９件     給付額 187,228 

 ２ 介護予防サー

ビス等諸費 

１ 介護予防サー

ビス等給付費 

127,690 127,411  要支援と認定された被保険者に対して適正な保険給付を行った。 

１ 介護予防サービス給付費 

             総件数   ４，５４６件     給付額 106,234 

２ 地域密着型介護予防サービス給付費 

             総件数       ６件     給付額 188 

３ 介護予防福祉用具購入費 

             総件数      ４４件     給付額 857 

４ 介護予防住宅改修費 

             総件数      ４５件     給付額 4,881 

５ 介護予防サービス計画給付費 

             総件数   ３，５７８件     給付額 15,251 

 ３ その他諸費 １ 審査支払手数料 4,960 4,639  介護報酬の支払いに係る千葉県国民健康保険団体連合会が審査支払いすることに対する手数料。 

  審査支払手数料    総件数  ６１，８５５件     支払額 4,639 

１ 高額介護サービ

ス費 

66,646 66,646 ４ 高額介護サー

ビス等費 

２ 高額介護予防サ

ービス費 

100 20

 介護サービスの利用に係る1割の自己負担額が上限を超える場合にその超過分を支給した。 

１ 高額介護サービス費  総件数   ６，４０９件     給付額 66,646 

２ 高額介護予防サービス費 

             総件数      ３３件     給付額 20 

１ 高額医療合算介

護サービス費 

15,281 13,486５ 高額医療合算

介護サービス等

費 
２ 高額医療介護予

防サービス費 

100 22

 医療費と介護サービス費の自己負担額が一定の額を超える場合にその超過分を支給した。 

１ 高額医療合算介護サービス費 

             総件数     ４７５件     給付額 13,486 

２ 高額医療合算介護予防サービス費 

             総件数       ６件     給付額 22 
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款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

１ 特定入所者介護

サービス費 

115,253 114,737 ７ 特定入所者介

護サービス等費

３ 特定入所者介護

予防サービス費 

100 27

 特別養護老人ホーム，老人保健施設，介護療養型医療施設の入所者及びショートステイ利用者の食費・

居住費について所得の少ない方への補足給付を行った。 

１ 特定入所者介護サービス費 

             総件数   ４，３００件     給付額 114,737 

２ 特定入所者介護予防サービス費 

             総件数       ７件     給付額 27 

１ 包括的支援事

業費 
46,200 45,004  介護予防事業等の円滑な実施のために，地域包括支援センターと委託契約を行った。 

１ 介護予防ケアマネジメント事業委託料 11,404 

２ 総合相談事業委託料 9,200 

３ 権利擁護事業委託料 2,000 

４ 包括的・継続的ケアマネジメント支援事業委託料 22,400 

５  地域支援事業

費 

 ２ 包括的支援

事業・任意

事業費 

２ 任意事業費 26,054 22,736 １ 高齢者に対し配食サービスを行うことにより，食生活の改善及び健康の増進を図るとともに，安否の

確認を行い，高齢者の福祉の増進を図った。 

配食サービス事業委託料（登録者１７３人 配食数２５，６３１食） 19,608 

２ 介護保険で要介護４又は５と認定された低所得の高齢者に対し，紙おむつ等の介護用品を支給するこ

とにより家族介護の負担軽減を図った。 

家族介護用品支給扶助費（２８０件） 2,241 

 
 
 
学童災害共済事業特別会計 （単位 千円） 

款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

１ 事業費 

 １ 事業費 

１ 一般管理費 

 

1,664 743 学校管理下外における学童の事故に対し，共済見舞金を支給し，福祉の増進を図った。 

   共済見舞金（５５件） 743     
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 下水道事業特別会計 （単位 千円） 
款 項 目（種別） 予算現額 決算額 主 要 な 施 策 の 成 果 

１ 一般管理費 96,762 94,316 １ 下水道使用料の収納事務の委託を行い，事務処理の効率化と収納率の向上を図った。 

   下水道使用料賦課徴収業務委託料 3,402 

２ くみ取り便所又はし尿浄化槽から公共下水道に接続する者に補助を行い，環境衛生の向上と水洗化率の

向上を図った。 

   水洗便所改造資金補助金 655 

    くみ取り便所 １０件  し尿浄化槽 １３件 

１ 下水道費 

 １ 管理費 

２ 維持管理費 113,604 110,937 １ 鏡ケ浦クリーンセンターの処理水の水質検査業務の委託を行い，適切な維持管理と水質の確保に努め

た。 

   水質検査委託料 1,596 

２ 鏡ケ浦クリーンセンターの運転操作等維持管理業務の包括的委託を行い，効果的な施設の運営を図っ

た。 

   鏡ケ浦クリーンセンター維持管理業務包括的民間委託料  81,900 

３ 下水処理により発生する汚泥の運搬，処分業務の委託を行い，適正な処分を図った。 

   汚泥運搬・処分委託料 9,806 

 ２ 建設費 １ 建設費 299,822 164,161 １ 下町雨水幹線管渠建設工事を行い，浸水被害の解消を進めた。 

   雨水管渠建設工事委託料 60,339 

２ 管渠建設工事に係る家屋調査等を行った。 

   管渠設計等委託料 5,968 

３ 汚水管渠建設工事を行い，公共下水道の普及に努めた。 

   汚水管渠築造工事請負費 74,509 

４ 管渠建設工事に伴う水道管等の移設工事の補償を行った。 

   物件等補償費 22,660 
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 地方自治法第２４１条第５項の規定による定額運用基金の運用状況調書 

基 金 名 主 要 な 施 策 の 成 果 

土 地 開 発 基 金 

公共用地に供するためあらかじめ取得した土地を売却するとともに，基金の運用利子相当額を積み立てた。 

土 地 購 入                    該当なし 

土 地 売 却  （一般会計へ）       ２７，１００千円（１，３１４．９３㎡） 

一般会計からの繰入金  （利子相当額）            ４５千円 

ふ る さ と 創 生 奨 学 基 金 

向学心を持ちながら，経済的理由により修学が困難な者に対し，奨学資金の貸し付けを行い，有用な人材の育成を図った。 

 貸 付 金  （２８人）          ７，１５２千円 

 返 還 金  （９２人）         １３，４３５千円 

 減 免 措 置 額  （２２人）          １，１７５千円 

 一般会計からの繰入金  （利子相当額及び寄附金）     ２１６千円 

文 化 振 興 基 金 
 博物館展示資料購入                     該当なし 

博物館展示資料売却                     該当なし 

看 護 師 等 修 学 資 金 貸 付 基 金 

将来安房郡市内において看護師等の業務に従事しようとする修学者に対し，修学資金の貸し付けを行い，看護師等の充足に資するた

め，基金を設置した。 

一般会計からの繰入金（基金設置による）       ７１，０００千円 

貸 付 金                    該当なし 

一般会計からの繰入金（利子相当額）             １３千円 
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目的税（入湯税・都市計画税）の使途に関する説明書 

 

１ 入湯税 

 入湯税は，地方税法第７０１条の規定により，環境衛生施設，鉱泉源の保護管理施設及び消防施設その他消防活動に必要な施設の整備並びに観光の振興に要する費用に充てるため，課税

するものとされている。館山市においては，地方税法に基づく館山市市税条例の規定により，鉱泉浴場における入湯に対し一人一日１５０円（宿泊を伴わない場合は５０円）を課税してお

り，平成２２年度決算における収入済額は，２，４５６万５千円となっている。 

 一方，入湯税を充当すべき事業については，環境衛生施設整備事業，消防用建物整備事業や消防自動車整備事業などの消防施設整備事業，観光地整備事業や観光イベントの開催などの観

光振興事業があり，平成２２年度決算における事業費総額は，１億８，２３２万７千円となっている。これらの事業に対し，入湯税として収入した２，４５６万５千円を充当し，環境衛生

施設及び消防施設整備の充実と観光振興を図ってきた。 

 

（１）平成２２年度入湯税について                             （単位 千円） 

款 項 予 算 現 額 収 入 済 額 

１ 市税 ９ 入湯税 22,836 24,565

 

（２）平成２２年度入湯税充当事業について                                                         （単位 千円） 

財 源 内 訳 

 事   業   区   分 事 業 内 容 等 事業費総額 国 県 

支出金 
地方債 その他 一般財源

うち入湯税 

環境衛生施設整備事業 
一般廃棄物処理施設の整備を行い，廃棄物処理に努め

た。 
122,608 0 0 19,057

消防施設整備事業 
消防車両，消火栓及び消防団詰所等の整備を行い，消

防力の充実を図った。 
35,479 26,137 5,600 0

107,293 5,000 

観光振興基金へ積立 
観光振興に資する事業の財源とするため，館山市観光

振興基金へ積立を行った。 
24,240 0 0 0 24,240 19,565 

合                          計 182,327 26,137 5,600 19,057 131,533 24,565 

（参考）入湯税を積み立てている観光振興基金の平成２２年度取り崩し額は１，４７７万４千円で，観光案内看板設置事業（９，９０１千円），公衆トイレ整備事業（５６８千円），観

光支援事業補助金（４，３０５千円）の観光振興事業に充てた。 
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２ 都市計画税 

 都市計画税は，地方税法第７０２条第１項の規定により，都市計画法に基づいて行う都市計画事業に要する費用に充てるため，課税することができるものとされている。館山市において

は，地方税法に基づく館山市市税条例の規定により，都市計画区域として設定された市域全域のうち，農業振興地域の整備に関する法律第８条の規定により定められた農用地区域以外の区

域に所在する土地及び家屋に対して，税率０．３％で課税しており，平成２２年度決算における収入済額は，５億１，８１３万６千円となっている。 

 一方，都市計画税を充当すべき都市計画事業については，館山都市計画道路事業船形館山港線，館山都市計画下水道事業館山市第１号公共下水道及び過去に実施した都市計画道路青柳大

賀線などの都市計画道路事業や，館山駅西口地区土地区画整理事業に係る地方債償還があり，平成２２年度決算における事業費総額は，７億６，６４０万１千円となっている。これらの事

業に対し，都市計画税として収入した５億１，８１３万６千円を充当し，都市基盤の充実と高質な生活環境の創出を図ってきた。 

 

（１）平成２２年度都市計画税について                           （単位 千円） 

款 項 予 算 現 額 収 入 済 額 

１ 市税 １０ 都市計画税 514,171 518,136

 

（２）平成２２年度都市計画事業について                                                          （単位 千円） 

都 市 計 画 事 業 に 要 し た 経 費 

財 源 内 訳 

 

都 市 計 画 事 業 の 種 類  

及 び 名 称 等  
事 業 内 容 等 

事業費総額 国 県 

支出金 
地方債 その他 一般財源

うち都市計画税 

館山都市計画道路事業 

 船形館山港線 

都市計画道路船形館山港線の道路改良工事等を行い，

街路事業の推進を図った。 
330,738 42,000 160,000 2,400

館山都市計画下水道事業 

 館山市第１号公共下水道 
館山市下水道事業特別会計に対し繰出しを行った。 281,015 0 0 0

地方債償還（一般会計分） 

過去に実施した都市計画道路青柳大賀線などの都市計

画道路事業や，館山駅西口地区土地区画整理事業に係

る地方債償還を行った。 

154,648 0 0 0

562,001 518,136 

合                          計 766,401 42,000 160,000 2,400 562,001 518,136 
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